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　近年、AI が注目を集めています。特に ChatGPT
などの生成 AI には様々な応用が期待されています。
AI に限らず、画像や音声などのデジタル信号処理、
音声や画像の認識などのアプリケーションには共通
した特徴があります。それは、厳密に正しい計算が
必ずしも必要とされないことです。例えば、画像処
理では、画像の 1 画素にわずかな誤差があっても、
人間の目ではその違いを知覚することは難しいため、
僅かな計算誤差が許容されます。また、センサで取
得されたデータを処理するアプリケーションでは、
取得されたデータにノイズが含まれていることが一
般的であり、データそのものに誤差が含まれている
ため、厳密に正しい計算が意味を持たない場合があ
ります。
　これらの特徴を利用する新たな計算パラダイムが

「近似計算（Approximate Computing）」です。必
ずしも正確でない計算を許容することで、処理の高
速化、消費電力の削減、回路の小型化を実現します。
これらの目標はトレードオフの関係にあり、これま
で同時に達成することは難しいとされてきました。
しかし、近似計算はそれぞれの目標を個別に達成す
るだけでなく、同時に達成することが可能です。こ
のため、近似計算は大きな注目を集めています。正
確な計算結果を求めるのとは異なり、時には計算間
違いを許容する、あるいは意図的に計算を間違える
というアプローチは、非常に興味深いものではあり
ませんか。
　科学技術計算のような従来の主流アプリケーショ
ンでは、高い信頼性が求められます。例えば、計算
を誤る回路故障が発生しないような対策が講じられ
る場合があります。本誌 Vol. 13, No. 3 に掲載された
私の着任時ご挨拶「安全・安心な社会基盤のための
LSI」では、社会基盤としての LSI の信頼性神話が
揺らぎつつあり、私達の安全で安心できる生活に対

する脅威となっていると述べました。また、LSI の
信頼性を改善するプロジェクトも紹介されています。
　つまり、ほんの少し前までは信頼できる計算の研
究に従事していた私が、今では間違っているかも知
れない計算の研究に関心を持つようになったわけで
す。そのため「いい加減な研究者だ」と思われる方
もいらっしゃるかも知れませんが、それは非常に嬉
しい誉め言葉です。
　信頼できる計算を実現するために、私たちはそれ
以前に研究していた「投機実行」の手法を応用しま
した。投機実行とは、計算結果が得られる前にそれ
を予測し、その予測に基づいてその先の計算を進め
る方式です。これはある意味で「博打」を打つよう
なもので予測が間違う可能性もありますが、予測に
基づいて先の計算を進めることで処理性能を改善す
ることができます。近似計算と同様に計算が正しく
ない可能性がありますが、投機実行では間違いが検
出されると、その都度正確な計算をやり直します。
この点が近似計算との違いです。
　信頼性の高い計算の研究では、この「やり直す」
という仕組みを利用しました。近似計算の研究を信
頼性の高い計算に応用するというアプローチは、無
謀に思われるかも知れませんが、それもまた非常に
嬉しい誉め言葉です。
　現在、近似計算を用いて回路の信頼性向上に向け
た検討を進めています。視点を少し変えることで、
これまで「正しくない」とされていた計算を「正し
い」と見做すことができそうです。間違ったとして
も計算をやり直さない手法で信頼性を向上できる訳
がないと不審に思われるかも知れませんが、そのよ
うに思われることもまた一興です。
　かつて競争的資金への応募で「アーキテクチャ屋
の考えることに碌なものは無い」と評価された経験
のあるコンピュータアーキテクチャ屋の戯言でした。

正しかったり，正しくなかったり

工学研究科長　佐　藤　寿　倫
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　2024年 4 月から法学部にて、行政学を中心として
講義やゼミを受け持っています。3 月までは内閣府
を始めとして行政機関や独立行政法人で勤務してお
り、政策立案や法律執行の実務に携わった経験を活
かした講義や研究を行っていきたいと考えていま
す。

１．近年における国の行政機関の新設・改廃
　国の行政機関は、2001（平成13）年の中央省庁等
改革により大幅に再編成されましたが、それ以降も、
重要性が高まってきた課題に迅速・的確に対応する
などのため、以下のように、逐次新設・改廃が行わ
れています。
2003（平成15）年　郵政事業庁廃止（日本郵政公社
　　　　　　　　　へ移行）
　　　　　　　　　食糧庁廃止

司法試験管理委員会廃止（2004
年１月審議会等である司法試験
委員会発足）

2007（平成19）年　防衛庁が防衛省へ移行（その後
防衛施設庁廃止）

2008（平成20）年　運輸安全委員会及び観光庁新設、
船員労働委員会及び海難審判庁
廃止

2009（平成21）年　消費者庁新設
　　　　　　　　　社会保険庁廃止（2010年 1 月
　　　　　　　　　日本年金機構設立）
2012（平成24）年　復興庁新設
　　　　　　　　　原子力規制委員会新設
2014（平成26）年　特定個人情報保護委員会新設
　　　　　　　　　（2016年個人情報保護委員会に
　　　　　　　　　改組）
2015（平成27）年　スポーツ庁新設
　　　　　　　　　防衛装備庁新設

2019（平成31）年　出入国在留管理庁新設（法務省
　　　　　　　　　入国管理局から移行）
2020（令和２）年　カジノ管理委員会新設
　そして 2021（令和３）年 9 月 1 日にデジタル庁が、
2023（令和４）年 4 月 1 日にこども家庭庁が、それ
ぞれ新設されました（なお、この後 2023（令和５）
年 9 月 1 日に、内閣官房に内閣感染症危機管理統括
庁が設置されました。）。

２．デジタル庁・こども家庭庁の位置付けの考察
　デジタル庁とこども家庭庁は、いずれも施策の基
本的な方針に関する企画立案や総合調整を行うとい
う点で共通していますが、前者は内閣に置かれ、後
者は内閣府の外局として設置されているという組織
上の違いがあります。
　デジタル庁は、デジタル庁設置法（令和 3 年法律
第36号）に基づき、デジタル社会の形成に関する施
策を迅速かつ重点的に推進するための組織として内
閣に置かれています。高度情報通信ネットワーク社
会形成基本法（平成12年法律第144号）に基づき内
閣に設置された高度情報通信ネットワーク社会推進
戦略本部がその前身といえます（同本部に関する事
務は内閣官房において処理。）。同法は中央省庁等改
革と同時である 2001年 1 月 6 日に施行されており、
高度情報通信ネットワーク社会の形成に関する施策
は、この時点から内閣が直接実施すべきものと整理
されたと考えられます。
　なお、2015年に内閣官房及び内閣府の業務の見直
しが行われ、知的財産戦略推進事務局や宇宙開発戦
略本部事務局など内閣官房の機能・業務の一部が内
閣府に移管又は一元化されましたが、この際に高度
情報通信ネットワーク社会推進戦略本部の事務局で
ある IT 総合戦略室は、見直しの対象にはなりませ
んでした。

新たな行政機関
－デジタル庁とこども家庭庁－

法学部教授　佐々木　奈　佳
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　これらのことから、デジタル庁は、もともと内閣・
内閣官房で行われていた業務を引き継ぎ発展・充実
させた役割を担うことにかんがみ、内閣に設置され
ることとなったと考えます。
　一方、こども家庭庁は、こども家庭庁設置法（令
和 4 年法律第75号）に基づき、こどもが自立した個
人としてひとしくすこやかに成長することのできる
社会の実現に向けた取組を進める組織であり、内閣
府の外局として設置されています。この源流をたど
ると、内閣府設置法（平成11年法律第89号）に、内
閣の事務を助ける上で行政各部の施策の統一を図る
ために必要となる企画及び立案並びに総合調整に関
する事務（内閣補助事務）の一つとして規定されて
いた「青少年の健全な育成に関する事務」（法制定
時第 4 条第 1 項第14号、規定削除直前第25号）に行
き着くと考えます。さらにたどれば、中央省庁等改
革基本法（平成10年法律第103号）に、内閣府が内
閣官房を助けて行うべき「国政上重要な具体的事項
に関する企画立案及び総合調整」に係る任務・機能
の一つとして「青少年健全育成行政に関する総合調
整」が規定されています（第10条第 2 項第 6 号）。
　これらのことから、こども家庭庁は、もともと内
閣府（本府）の役割の一部であったものを引継ぎ発
展・充実させた役割を担うことにかんがみ、内閣府
の外局として設置されることとなったと考えます。

３．デジタル庁・こども家庭庁の事務等の比較
　デジタル庁は、デジタル社会の形成に関する内閣
の事務を内閣官房と共に助けること、また、デジタ
ル社会の形成に関する行政事務の迅速かつ重点的な
遂行を図ることを任務としており（デジタル庁設置
法第 3 条）、この形式は、既に内閣に設置されてい
た復興庁の任務と同様になっています。
　一方、こども家庭庁は、こども及びこどものある
家庭の福祉の増進及び保健の向上その他のこどもの
健やかな成長及びこどものある家庭における子育て
に対する支援並びにこどもの権利利益の擁護に関す
る事務を行うこと、また、それらに関連する特定の
内閣の重要政策に関する内閣の事務を助けることを
任務とし、その遂行に当たり内閣官房を助けること
とされており（こども家庭庁設置法第 3 条）、内閣
官房と共に内閣の事務を助けるとされているデジタ

ル庁の任務の形式とは微妙に異なっています。この
形式は、既に内閣府の外局として設置されていた消
費者庁の任務と同様になっています。
　また、デジタル庁の長及び主任の大臣は内閣総理
大臣であり、内閣総理大臣を助け同庁の事務を統括
するデジタル大臣が置かれる一方（デジタル庁設置
法第 6 条第 1 項及び第 8 条第 1 項）、こども家庭庁
の長はこども家庭庁長官であり（こども家庭庁設置
法第 2 条）、こども家庭庁の事務を掌理する特命担
当大臣が置かれています（内閣府設置法第11条の
3 ）。これらの形式もそれぞれ、復興庁、消費者庁
と同様になっています。
　デジタル庁の任務を遂行するため、内閣総理大臣
は、行政機関相互の調整を図る必要があると認める
ときは、関係行政機関の長に対し、必要な資料の提
出や説明を求めたり意見を述べたりすることができ

（デジタル庁設置法第 7 条第 7 項）、デジタル大臣は、
事務の遂行のため必要があると認めるときは、関係
行政機関の長に対し必要な資料の提出や説明を求め
ることができ、事務の遂行のため特に必要があると
認めるときは、関係行政機関の長に対し勧告するこ
とができます（同法第 8 条第 4 項第 5 項）。一方、
こども家庭庁の事務を掌理する特命担当大臣は、必
要があると認めるときは、関係行政機関の長に対し、
必要な資料の提出や説明を求めることができ、特に
必要があると認めるときは、関係行政機関の長に対
し勧告することができます（内閣府設置法第12条第
1 項第 2 項）。また、こども家庭庁長官は、所掌事
務を遂行するため必要があると認めるときは、関係
行政機関の長に対し、資料の提出、説明その他必要
な協力を求めることができます（こども家庭庁設置
法第 5 条）。これらの権限もそれぞれ、復興庁、消
費者庁と同様になっています。

４．終わりに
　以上のように、デジタル庁とこども家庭庁は、そ
れぞれの設立に至る経緯などもあり組織上の位置付
けや権限に係る仕組みなどに違いがみられます。た
だ、いずれも内閣の重要政策を補助する役割を担い、
それらを果たすために企画立案や総合調整を行い、
関係行政機関に対しても勧告などを行えるいわば司
令塔的な機能を有しています。これらが有効に機能
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することにより、真に国民にとって望ましい、デジ
タル社会の形成やこどもが健やかに成長できる社会
の形成が図られることを期待したいと思います。
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　2024年 4 月、商学部貿易学科に着任しました。主
な担当科目は、グローバル企業論、海外直接投資論、
貿易史です。何卒よろしくお願いいたします。
　私の研究対象は、第二次世界大戦後の台湾の航空
産業です。一口に航空と言っても、それに関わる企
業や業種は実に幅広く存在します。航空機メーカー
と部品納入メーカー、貨客輸送を担う航空会社、航
空機の整備を担当するメンテナンス会社など。その
中でも、私の関心は航空会社、航空機製造、機体メ
ンテナンスにあります。
　九州の方にとって、台湾と聞いてまず思い浮かぶ
のは、熊本に進出した TSMC（台湾積体電路製造）
でしょうか。台湾は、日本でも馴染みのある Acer、
ASUS などのパソコンメーカーも擁しており、電機
電子産業に強みを持っています。他にも、台湾は自
転車メーカー GIANT の本拠地として知られます。
これらの企業ほど知られていないものの、台湾の航
空産業は進化を続けています。

１．航空会社
　第二次世界大戦後の台湾は、日本の植民地統治か
ら解放され、「カイロ宣言」（1943年）に基づき中華
民国政府に接収されました。その結果、日本の内地・
外地、委任統治領、近隣アジア諸国と空路でつなが
っていた台湾は、中華民国の空の一部へと再編され
たのでした。当時、中華民国の空運を担っていたの
は、中華民国交通部と外資航空会社の合弁で設立さ
れた、自国籍の航空会社（CNAC と CATC）でした。
　しかし、国共内戦の勃発で、事態は一変します。
中華民国政府が台湾へ逃避し、中台間が分断される
と、中国との空路も分断されました。加えて、国共
内戦末期、CNAC と CATC の社員らが、自社の一
部機材とともに中国共産党支配地域へ投降したの
です。その結果、中華民国政府は旅客輸送を担う

CNAC と CATC を失いました。
　しかしこの時、貨物輸送専門の民航空運隊（以下、
CAT）という航空会社が残っていました。CAT は、
第二次世界大戦後に元アメリカ軍人のシェンノート

（Clare Lee Chennault）らが中国で設立した航空会
社です。CAT は、中華民国政府に追随して台湾へ
移転すると、その後暫く、台湾の国内外航空路線の
運航を担当しました。
　ここで疑問が生じます。CAT の設立当初は中華
民国籍の出資者がいたものの、その後離脱していま
した。更に、CAT が台湾へ移転した時期には、ア
メリカ中央情報局（CIA）の資金援助も受けていま
した。ということは、CAT はアメリカ国籍の航空
会社ではないのか？
　第二次世界大戦後に構築された国際民間航空のル
ールのうち、二国間取り決めのモデルとなった航空
協定には、次のような条件がありました。すなわ
ち、政府から指定された国際線の運航会社は、本社
機能のある国の法人・個人が実質的に所有する企業
でなければならない、というものです。当時、比較
的規模の大きい航空会社が存在しなかった台湾で
は、CAT に頼らなければ国際線の運航は困難でし
た。そこで、中華民国交通部は CAT と契約を結び、
同社に台湾の国内外航空路線の運航を委託したので
した。
　しかし、それにも限界がありました。というの
も、中華民国政府が諸外国と二国間航空協定を締結
しようとすれば、二国間取り決めのモデルとなった
航空協定に準じて、相手国から CAT の所有権・国
籍を問題視され、航空協定の締結を拒否されるリス
クが残されていたのです。そこで、中華民国政府は
国内航空法を制定・公布し、航空会社の国籍に関わ
る出資条件を明記しました。これが契機となって、
CAT は1955年に改組し、名実ともに中華民国資本

台湾の航空産業を学んで

商学部教授　大　石　　　恵
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の企業へと生まれ変わりました。
　それでは、現在福岡空港にも就航している中華航
空（チャイナ・エアライン）は、いつから国際線を
担当するようになったのでしょうか？ 1960年代に
入ると、CAT は航空路線の運航から撤退していき
ました。それと入れ替わるように、中華航空が国際
線を担当するようになったのです。1962年のチャー
ター便運航を手始めに、1960年代後半には国際定期
路線を運航していました。
　他方で、国内線やチャーター輸送は、1950年代に
誕生した航空会社（復興航空〔2016年解散〕、遠東
航空〔2019年閉業〕、中華航空）が担当する分業体
制を敷いていました。戒厳令が発令されていた当時
の台湾では、航空会社設立や運航路線の申請は、自
由にできなかったのです。
　さて、こうした台湾の空は、戒厳令の解除（1987
年）とともに大きく変化していきました。というの
も、台湾政府が航空会社の新規参入を認める自由化
政策を採用したからです。その結果、国際線ではエ
バー航空（長榮航空）が新規参入を果たしました。
　それから20年あまり経過した2020年。台湾には、
新たな国際線運航会社が登場しました。企業グルー
プの跡目争いでエバー航空を追放された人物が創業
した、スターラックス航空（星宇航空）です。九州
ほどの大きさの台湾で、国際線のフルサービスキャ
リアが 3 社も必要なのか？との議論もありました
が、コロナ後の航空需要の回復とも相まって、各社
の業績は順調です。今後は、各社の路線展開や経営
戦略にも注目していきたいと思います。

2．航空機産業
【航空機製造】
　第二次世界大戦後の中華民国政府による台湾接収
以降、台湾で航空機製造・開発に携わってきたのは、
中華民国空軍（以下、空軍）の一部局（空軍航空工
業局）でした。冷戦下の台湾では、空軍を中心に航
空機・エンジンの研究・開発が行われていました。
また、朝鮮戦争では、台湾南部の台南にある空軍基
地がアメリカ軍機の整備基地としても使用されてい
ました。
　やがて、アメリカの指導・技術移転が進むと、台
湾でも空軍の練習機や戦闘機を製造できるまでに技

術力を向上させました。現在は、「国機国造」（航空
機の国産化）政策のもとで、台湾の軍事航空の国産
化が進展しています。
　それでは、民間航空機製造についてはどうでしょ
うか？残念ながら、台湾に完成機メーカーは存在し
ません。しかし1990年代以降、航空機製造・開発を
担ってきた空軍航空工業局の後継部局が民営化した
結果、民間航空機の部品製造に参入を果たしました。
民営化で誕生した漢翔航空工業（AIDC）は、三菱
航空機が開発に失敗した三菱リージョナルジェット
の部品納入企業として名を連ねていました。ボーイ
ングやジェネラル・エレクトリック（GE）とは長
期契約を結び、安定した部品製造技術で台湾の航空
機産業をリードしています。
【機体メンテナンス】
　台湾の航空機産業は、朝鮮戦争期の機体整備から
スタートし、ホーバーホール（分解整備）やアメリ
カからの技術移転で関連技術を蓄積してきました。
こうした技術力は、機体メンテナンスでも要求され
ます。
　航空機は、予め決められたフライト回数や飛行距
離に達すると、定期的にメンテナンスを行い、安全
性を担保する必要があります。台湾では、1998年に
エバー航空が GE との共同出資で長榮航太（EGAT）
を設立し、海外航空会社の機体メンテナンスや改修
工事を幅広く請け負っています。海外企業から受注
できるのは、作業工程に関わる国際標準の認証を取
得しているからです。

　現在、台湾政府は AIDC を中心とした国内の航
空宇宙産業のサプライチェーン構築を目指していま
す。今後、台湾の航空機産業が海外のサプライチェ
ーンに参入できるのか、その過程でどのような戦略
を展開したのか、研究を進めていく所存です。
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はじめに
　2024年 4 月に着任いたしました．南区の井尻で生
誕し，まもなく城南区長尾に転居しました．人生の
ほとんどは城南区で過ごし，長尾小学校，友泉中学
校，東福岡高校と進学し，1991年に福岡大学の医学
部に入学しました．子供のころから七隈祭に出向い
ては，福岡大学の学生さんに遊んでもらっていまし
た．専門は脳神経内科学です．

パーキンソン病について
　これまで，主にパーキンソン病の基礎・臨床研究
を行ってまいりました．パーキンソン病は未だに原
因不明の疾患でありますが，世界中で約1000万人の
患者さんが存在していると推測されています．パー
キンソン病は脳内のドパミンが減少することによっ
て手足の振るえや動作の鈍さ，歩行の障害などがあ
らわれる疾患です．様々な薬物療法が開発されてい
ますが，疾患を根本的に治療することは現時点では
難しく，長期に薬物治療を続けていると薬効が徐々
に低下し，歩行が困難となります．

パーキンソン病の診断
　パーキンソン病の脳内では分子量が 14.5KDa の
タンパク質であるα-シヌクレインのリン酸化凝集
体を主要成分とするレビー小体が出現し，これによ
って神経障害が出現すると考えられています．従っ
て，疾患の診断には脳内のレビー小体を病理学的に
証明する必要がありますが，生前の確定診断は現実
的には不可能です．現在は，臨床診断法の一つとし
て核医学検査による脳内ドパミン神経の評価が行わ
れていますが，高額な検査であることや医療過疎地
で容易に検査ができないなどの問題があります．最
近の研究では，パーキンソン病の皮下組織にもα-
シヌクレインが沈着することがわかっており，皮膚

の生検組織を病理学的に評価し確定診断につなげる
方法も確立しつつありますが，観血的な診断法であ
るとともに保険診療外の医療行為であるため一般的
には行われていません．
　これまで，皮下組織に存在するα-シヌクレイ
ンを非観血的な画像解析によって証明する試みを
行ってきました．網膜の画像評価法として一般的
に行われている光干渉断層計（Optical Coherence 
Tomography, OCT）を用いて，パーキンソン病の
皮膚組織におけるα-シヌクレインの証明を試みま
したが，直径が 5µm 程度のα-シヌクレインを同定
するには OCT の解像度では困難でした．現在はラ
マン分光を用いて皮下α-シヌクレイン凝集体に特
異的なラマンシフト強度を検出する試みを行ってお
り，将来的には早期かつ非観血的な確定診断法の確
立を目指したいと考えております．

パーキンソン病の治療
　脳内で減少したドパミンの補充を目的とした薬剤
である L-dopa が1970年以降から世界的な標準治療
薬として用いられてきました．その他にも様々な薬
剤が開発され，薬物治療を開始してから 5 年前後は
日常生活に大きな支障なく過ごすことが可能です
が，それ以降は薬効が徐々に低下し症状の管理が困
難となっていきます．このような状況において脳外
科的な治療が行われることもありますが，最終的に
は歩行や姿勢（バランス）の障害が残存し，車いす
生活を余儀なくされる経過をたどります．
　この治療不応性の歩行・姿勢障害に対して脊椎の
硬膜内に刺激電極を挿入し，脊髄を電気刺激するこ
とによって症状の改善を図る試みを行ってきまし
た．脊髄の電気刺激によって歩行・姿勢障害が改善
するメカニズムとしては脊髄を下向する歩行実行系
を活性化し，さらには，間接的に脳内の障害された

パーキンソン病の新たな診断法と治療法の確立に向けて

医学部教授　馬　場　康　彦
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歩行プログラム回路を是正する可能性を考えていま
す．現在では，脊椎硬膜内に刺激電極を挿入する観
血的な手技ではなく，電極パッドを後頚部の皮膚に
装着して経皮的に脊髄を電気刺激し，難治性の歩行・
姿勢障害を改善する非観血的な治療法の確立を目指
しています．

おわりに
　パーキンソン病の新たな診断法や治療法の確立を
目指して，疾患の克服に寄与できればと考えており
ます．学部間の連携によって先生方から研究のアド
バイスなどを頂ければ幸いに存じます．今後ともよ
ろしくお願い申し上げます．
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沿革
　白澤専二教授は2008年度に設置された基盤研究機
関先端分子医学研究センター時代より研究所長を務
めており、2022年からは「癌の治療法の開発」に特
化した機関として産学官連携研究機関先端分子医学
研究所が始動した。創薬開発は、社会実装までに多
額の費用と時間を要する。最近では科研費による国
からの研究資金の獲得以外の手段として、スタート
アップ企業設立を後押しする公的資金をもとに起業
し、ベンチャーキャピタルからの投資によりさらな
る研究資金を調達し、Proof of Concept（PoC: 概念
実証）の取得の元で社会実装を目指すという手法も
主流になってきている。我々は、2022年度福岡バ
イオ産業創出事業に係る可能性試験事業に「KDEL
受容体を制御する低毒性抗腫瘍性低分子化合物の開
発」（研究代表者：角田俊之准教授 , 100万円 / 半年） 
として採択され、引き続き 2022年 JST 研究成果展
開事業大学発新産業創出プログラム大学・エコシス
テム推進型スタートアップ・エコシステム形成支
援事業に「体に優しい次世代の分子標的薬の開発：
癌細胞が過酷な環境でも生き残るしくみを抑える」

（研究代表者：角田俊之 , 500万円 / 半年）として採
択された。これらの資金をもとに、「変異 KRAS シ
グナル陽性癌の細胞膜を透過する抗腫瘍性スパイク
付加ナノミセル」（発明者：角田俊之、白澤専二、
吉田和真、櫨川舞、渡瀬大輔）という新たな Drug 
Delivery System（DDS）キャリアに関する知財の
創出に成功した （福岡大学薬学部薬物送達学の櫨
川舞准教授・渡瀬大輔助教との共同研究）。前年度
は、この DDS に対する特許を出願 （特願：2023-
128732）し、現在 JST による支援下で PCT 出願の
準備中である。研究体制としては、当教室の白澤専
二教授、吉田和真講師と北口恭規先生（大学院生）

に加えて、本年度は福岡大学薬学部医薬品化学の古
舘信准教授と大田香助教、さらに九州大学理学研究
院化学部門複合領域化学を定年退官された末永正彦
先生が研究協力者として加わり、種々の KDEL 受
容体に結合する阻害剤（特許出願準備中）の開発
を進めている。2024年度は、大学の研究成果を活
用した起業をサポートする「Kawasaki Deep Tech 
Accelerator」および JST 大学発新産業創出基金事
業　スタートアップ・エコシステム共創プログラム

「PARKS スタートアップ創出プログラム　ステッ
プ１（研究代表者：角田俊之、500万円/1 年）」に
採択された。

癌研究の背景：難治性癌における変異 KRAS シグ
ナリングパスウェイの重要性
　KRAS 遺伝子の変異は1982年に発見され、全癌
の 30% 近くに認められる。変異 KRAS のシグナル
は下流の癌遺伝子 BRAF の活性化やがん抑制遺伝
子 PTEN などの不活性化を引き起こす。KRAS の
変異がなくとも、その下流の KRAS 関連分子に変
異があれば癌化が起こり、これらの変異を合わせる
と、半数以上の癌が変異 KRAS 関連シグナリング
パスウェイに関与していると考えられる。したがっ
て、変異 KRAS 関連シグナリングパスウェイをい
かに制御するかという事が、癌治療におけるひと
つの課題となる。EGFR や BRAF を阻害する分子
標的薬の登場により、単一分子をターゲットする
ことが可能になったが、EGFR 阻害に関しては下流
の KRAS に変異があれば効果はなく、BRAF 阻害
に関しては、バイパス形成による薬剤抵抗性の獲得
が問題となっている。変異 KRAS を標的とする薬
剤は長らく存在しなかったが、変異 KRAS（G12C）
の阻害剤（ソトラシブ）が登場し（1）、2021年に米

薬剤抵抗性を克服できる抗癌剤の開発を目指して

角田　俊之１）２）、吉田　和真１）２）、石倉　周平１）２）、白澤　専二１）２）

医学部細胞生物学教室１）、先端分子医学研究所２）
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国で、2022年１月に本邦で承認された。しかし、ソ
トラシブは G12C 変異の C に共有結合することで
阻害効果を発揮するため、KRAS 変異中の約 10%
である G12C 変異に対してのみ有効であり、その他
の多くの KRAS 変異には効果がない。また、一時
的な効果が得られたとしても薬剤抵抗性の問題もあ
る。以上のように、現在では古典的な抗癌剤に代わ
って多くの分子標的薬が登場し、変異 KRAS 関連
シグナリングパスウェイの制御もある程度は可能に
なってきているが、多くの癌には使用可能な分子標
的薬が未だ存在せず、存在したとしても効果の持続
期間、耐性化、高額な治療費などが問題として残っ
ている。場合によっては癌患者の生存期間は２倍に
延長しているが、完治はいまだに困難であるのが現
状である。最終的には癌は難治性癌となり、その治
療法は癌領域における最大のアンメットメディカル
ニーズであると考えられる。

我々の研究の背景
　これまでに白澤は、ゲノム編集により造腫瘍能を
失った大腸癌細胞株を樹立することで変異 KRAS
に対する分子標的療法の可能性を世界で初めて証明
し（2）、その後我々のグループは多くの癌細胞の理
解を押しすすめるマイルストーンとなる論文の発表
と国際共同研究を進めてきた。近年、角田は変異
KRAS 以外の遺伝子バックグラウンドが均一な二
つの細胞ペア HKe3-wtKRAS と HKe3-mtKRAS を
樹立し（3）、３次元培養を行うことで、それぞれを
正常モデル、癌モデルとして利用できることを示し
た。また、近年では変異 KRAS のシグナルは癌が
過酷な状況で生存できる仕組みに関与していること
も分かってきており、実際に生体内では３次元培養
のように低酸素や低栄養状態で癌が生育している。
そこで我々は体内微少環境を模した３次元浮遊培養
においてスクリーニングを行い、理化学研究所が所
有する天然物由来の化合物ライブラリーから、癌モ
デルでのみ抗腫瘍効果を示す化合物のひとつとして
Pyra-Metho-Carnil（PMC）の同定に成功した（4）。

PMC の標的分子の探索
　当初は、変異 KRAS を直接抑制するための薬剤
開発を目的としていたが、前述のように変異 KRAS

には多種の変異があり、アミノ酸の構造上の性質か
ら、直接の阻害剤の開発は難易度が高いと考えられ
た。また、直接的に制御できたとしても標的分子が
癌の増殖シグナルの上流に位置する分子であればそ
れだけ下流に新たなバイパス経路ができ、短期間
で薬剤耐性になりやすい。一方、変異 KRAS シグ
ナルの下流でシグナル伝達のハブとなるタンパク
質を抑制する化合物であれば、耐性の出現を低く
抑える抗腫瘍化合物になりうると考えられた。実
際 PMC は、変異 KRAS 陽性癌に効果を示すだけ
でなく、KRAS に変異はないが EGFR、BRAF な
どの変異 KRAS 関連シグナリングパスウェイの遺
伝子に変異を有する癌細胞株及び薬剤耐性癌細胞株
にも効果を示した。よってこの化合物の標的は変
異 KRAS シグナリングパスウェイの下流に存在す
る分子であることが示唆された。３次元環境におけ
る変異 KRAS シグナリングパスウェイに関しては
不明な点が多く、ハブタンパク質の存在も不確かで
あったが、この標的タンパク質の決定は、新たな変
異 KRAS シグナリングパスウェイの解明にもつな
がると考えられた。そこで、PMC を磁性ナノビー
ズ（FG ビーズ）とリンカーを介して結合させ、細
胞抽出液からのプルダウンアッセイを行ったとこ
ろ、フリーの PMC と競合阻害がかかる PMC 結合
タンパク質として C 末端に［Lysine（K)-Aspartic 
acid（D)-Glutamic acid（E)- Leucine（L): KDEL］
配列を有するシャペロンタンパク質のゴルジ体 -
小胞体間の逆行性輸送を制御する KDEL Receptor 

（KDELR）の同定に成功した。

PMC の抗腫瘍作用のメカニズム
　前述のように、近年では変異 KRAS のシグナル
は癌が低酸素、低栄養、異常タンパク質蓄積などの
多くのストレスに対処して生存していく機構に関与
していることが分かってきている。近年 KRAS 阻
害剤は癌細胞の増殖シグナルを抑えるだけではな
く、小胞体タンパク質の IRE-1 の不活性化を介して
異常タンパク質を蓄積させ癌細胞にアポトーシスを
誘導することが分かってきた。さらに、その薬剤耐
性化の際には、IRE-1 が再び活性化を起こし（上流
の ERK や AKT 等のその他の増殖シグナルがバイ
パスにより活性化）、異常タンパク質をプロテアソ
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ームなどで分解処理していることが近年明らかに
なってきた（5）。一方 KDELR は、異常タンパク質
をゴルジ体から小胞体へ逆行性輸送し、正常なタ
ンパク質への再折り畳みに関与している（図１）。
KDELR は、主にゴルジ体のシスゴルジ膜に存在し
ている。ゴルジ体の KDELR は H12 がプロトン化
されており、タンパク質の正常な折りたたみを助
けるシャペロンタンパク質 BiP の C 末端の KDEL
配列を認識し結合する。BiP は不良タンパク質と結
合する一方、KDELR との結合を介してゴルジ体か
ら小胞体へ逆行性に小胞輸送される。小胞体では
KDELR H12 の脱プロトン化によって KDELR と
BiP が離れ、KDELR はゴルジ体へ帰る。小胞体に
戻された異常タンパク質は再折り畳みにより正常タ
ンパク質に戻される （図１）。

　癌では Oncogene シグナルによりタンパク合成が
亢進しており、同時に異常タンパク質の量も増える

（oncogenic stress）。小胞体において、BiP は異常
タンパク質に結合し、過剰な異常タンパク質は逆行
性輸送により小胞体に戻され、正常タンパク質にも
どり、ストレスに適応している（図２）。

図２：癌細胞のストレス適応におけるKDELRの役割

　PMC が KDELR に結合すると、小胞輸送の積み
荷となる BiP などが結合したと認識し、逆行性輸
送を開始すると考えられる。しかし実際には BiP に
は何も結合しておらず小胞体に輸送されないので、
異常タンパク質を正常に戻す働きは阻害される。異
常タンパク質の処理の均衡が崩れると、異常タンパ
ク質の蓄積によってアグリソームが形成され、小胞
体に過剰なストレスがかかり、細胞死が誘導される 

（図３）。異常タンパク質の増加は癌において認めら
れるので、PMC の作用は癌に対してのみ発揮され
る。よって、正常細胞には効果がなく、少ない副作
用に繋がる。

図３：KDELR阻害剤の作用機序

KDELR 阻害剤の開発
　末永先生との共同研究により、PMC の基本骨
格内の炭素を窒素に変えた新規化合物 PMCD が
PMC よりも高い親和性を有することが in silico 解
析により示唆された。この PMCD は九州大学薬学
部環境調和創薬化学分野の大嶋孝志教授、矢崎亮
助教の協力により実際に化学合成され、この物質
は PMC よりも高い親和性をもって KDELR に結合
していることがプルダウンアッセイにて判明したの
で、2020年 2 月に物質特許を出願した（特願 2020-
017307）。
　さらに末永先生の協力の下、750万化合物につ
い て KDELR の 立 体 構 造 を 基 に in silico binding 
screening を施行し、10 個の化合物を選定した。そ
の中のひとつ VS-1 が現在最も有望であり、scaffold 
hopping という手法にて至適化を行い、特許出願を
準備中である。また、福岡大学薬学部医薬品化学研
究室の古舘信講師及び大田香助教との共同研究で
は、KDELR に結合するペプチドを基にした阻害剤

図１：正常細胞におけるKDELRの役割
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の開発（ペプチドミメティックス）を進めている。

今後の展望
　KDELR 阻害剤は、これまでにない分子標的薬に
なる可能性がある。大きな特徴は副作用が少なく、
薬剤耐性化も起こさないことである。今後、化合物、
ペプチドミメティックス、および前年度に特許申請
した新たな DDS キャリア等、様々なモダリティを
駆使して、これまでにない治療薬の開発を目指す。
さらに変異 KRAS が制御する KDELR 関連膜タン
パク質も同定しており、これまでにない創薬標的が
まだまだ存在すると考えられる。このように、今後
の更なる次世代の分子標的薬の開発は、現在治療法
のない難治性癌の治療に繋がると考えられる。
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１．安定同位体の分析
　同位体とは同じ元素であっても質量が異なる原
子のことを指す。たとえば、水素であれば、自然
界の水素のうち質量数 1（質量にすると約 1.7×10-27 
kg）の原子は 99.9% 以上であり、質量数 2 の水素
原子は 0.01% 存在する。また、それよりもごく微量
に質量数 3 の水素原子もある。安定同位体は放射線
を出さずかつ半永久的に存在量も変わらないもので
あり、水素原子の場合は、質量数 2 の水素原子を指
す。医学の分野では、ヘリコバクター・ピロリ菌の
検査として、炭素の安定同位体（13C）が使用され
ている。本研究室は、高齢者研究で得られた試料を
同位体比質量分析計（SerCon Isotope Ratio Mass 
Spectrometer Hydra 20-20, Sercon Ltd, Crewe, UK; 
図 1）を用いて、総エネルギー消費量と体水分量を
評価している。

図 1　同位体比質量分析計

２．二重標識水法（doubly labeled water: DLW）
　安定同位体トレーサーの中でも重水素水（2H2O）
と重酸素水（H2

18O）の二種類の水を混合させたも
のを double labeled water（DLW）と呼び、ヒト
の総エネルギー消費量を測定することができる。
DLW を用いる測定（DLW 法）は、日常生活状況
のエネルギー消費量を評価するゴールドスタンダー
ドとされている。アメリカ / カナダや日本における
食事摂取基準のエネルギー必要量は、DLW 法によ
り測定されたエネルギー消費量の値を用いている。

本研究室ではすでにこの方法論に関する妥当性、そ
の背景、および取り組みを Research にて報告して
おり 1）、また高齢者を対象としたエネルギー消費量
の測定の研究成果を発表してきた 2, 3）。
　図 2 に安定同位体トレーサーの体内動態について
示す。既知濃度の DLW を飲用することで、体内の
安定同位体濃度は自然界に存在する濃度より高くな
る。このトレーサーは飲用して 4 ～ 8 時間後までに
体内の水分量と平衡状態となる。それ以降、18O は
水（H2

18O）として尿、汗、呼気中の水蒸気となっ
て体外に排出されるほか、呼気ガス中の二酸化炭素

（C18O2）としても排出される。一方、2H は水（2H2O）
としてのみ体外に排出される。この 2 つの同位体の
排出率の違いから、二酸化炭素排出率を求めること
が出来る 4）。ウェイアー（J. Weir）が報告している
式 5）を用いてエネルギー消費量を算出する。
　１）rCO2（二酸化炭素排出率）
　　　= 0.455 ×体水分量×(1.007kO*–1.041kd**)4）

　２）総エネルギー消費量（kcal/日）
　　　= 22.4 × rCO2 ×(1.10+3.90/呼吸商)5）

　　　* kO 重酸素の減衰率、** kd 重水素の減衰率
　体重変動のない長期的な測定であれば、呼吸商と
食事商は、ほぼ一致することから、先行研究で報告
されている 0.87 の食事商を使用する。

図 2　安定同位体トレーサーの体内動態

ヒトを対象とした研究における安定同位体の
利用法とその評価

研究所員　冨　賀　理　恵
身体活動研究所長　檜　垣　靖　樹
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　DLW の投与量は、推定体水分量（体重の 60%）
あたり重水素水（2H2O：99.9atom%、大陽日酸、
東京、日本）が 0.12 g・kg−1、重酸素水（H2

18O：
20.0atom%、 大 陽 日 酸、 東 京、 日 本 ） が 1.25 g・
kg−1 としている。分析に用いる試料は、唾液、尿
そして血液であるが、採尿を行うことがより侵襲性
が低い。採尿のタイミングは早朝空腹時にベースラ
イン尿を採取し、その直後に DLW を飲用してもら
う。高齢者の場合、飲用から 1、2、8、9、15 そし
て 16 日目に尿を採取するが、アスリートや若年者
などの水分の代謝回転が速い被験者の場合は、この
日数よりも早く採取することが好ましい。
　先述した通り、総エネルギー消費量は推定エネル
ギー必要量を算出する上で必要な情報である。つま
り、高齢者の推定エネルギー必要量を明らかにする
ことは、最終的にフレイル・介護予防につながるこ
とが考えられる。図 3 は DLW 法を用いて測定した
高齢者の総エネルギー消費量と歩数の関係を示して
いるが、この 2 つの変数には関係がないことが明ら
かとなった。つまり高齢者の場合、推定エネルギー
必要量は身体活動量が低い場合でも変わらないこと
を示唆している。

図 3　高齢者の総エネルギー消費量と歩数の関係

　また総エネルギー消費量を基礎代謝量で除すこと
で身体活動レベルを算出することが出来る。本研究
室ではこの指標と高齢者の大腿筋の横断面積と大腿
部の筋内脂肪との関連 6）や、高齢者の認知機能に
かかわる脳容積との関連も明らかにし、国際学術大
会にて発表を行っている 7）。

３．安定同位体希釈法
　安定同位体はトレーサー（重水素水（2H2O）も
しくは重酸素水（H2

18O））を飲用し、希釈原理を用
いて全身水分量の測定をすることが可能である。前
述したとおり、既知濃度のトレーサーを飲用するこ
とで、4 ～ 8 時間後までに体内の水分量と平衡状態
となる。つまり、トレーサーの飲用前と 4 ～ 8 間後
の尿を採取し、トレーサーが体内で希釈された割合

（Nd）を算出することで体水分量を求めることがで
きる。身体組成の研究においては、除脂肪量に対す
る水分量が 73.2% でほぼ一定であるという原理を応
用して、得られた体水分量の値から体脂肪量と除脂
肪量を評価できる 8）。
　この方法と 2 で記述した方法を用いることで、体
内の水分代謝回転量を評価できる 9）。World Health 
Organization（WHO）やアメリカ / カナダの食事
摂取のガイドラインでは、推定水分摂取量（男性：
3.7L/日、女性：2.7L/日）が設定さているが、高齢
者では明らかにされておらず、さらに日本において
は水分摂取量の基準については未だ策定されていな
い。体水分維持のため毎日の水分摂取量を確保する
には、水分代謝回転を知る必要がある。水分代謝回
転量は体内への水分のインプットを評価する指標で
あり、水分のアウトプット（主に、尿、不感蒸泄性
発汗、汗、便を介して体液として失う）とインプッ
トが均衡している場合の 1 日の水分必要量を反映し
ていることを示す。水分代謝回転量は下記の式を用
いて算出した 9）。
　１）rH2O（水分代謝回転量 (L/日））
　　　= Nd × kd

　２）推定水分摂取量 (L/日）
　　　= rH2O -(代謝水＋呼気摂取水＋経皮的摂取水）
　本研究室では、この方法を用いて中年・高齢者
の 1 日の水分代謝回転量を明らかにしたところ、男
性で 3.3L、女性で 2.7L であったと報告している 10）。
推定水分摂取量は男性で 2.7L/日、女性で 2.1L/日
であった。また、水分代謝回転量に関与するパラメ
ータとしては、性別、体重、中強度以上の身体活動
量そして水分摂取量、尿中アルドステロンそして尿
浸透圧が関連していた。これらの結果は将来、推定
水分摂取量の基準値の設定に加えて各個人に適した
水分摂取量の提案を可能にすると考えられる。

男性（自立高齢者）

男性（要介護認定者）

女性（自立高齢者）
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４．13Ｃ呼気試験法
　13C は炭素（12C）の安定同位体であり、人体内の
安定同位元素の中で最も多いことが知られている。
13C 呼気試験法は 13C の天然存在比が約 1.1% と少な
いことから、13C 標識化合物の経口投与により胃か
らの排出、小腸からの吸収、肝における代謝、肺か
らの排泄という過程を経て、呼気中の 13CO2/12CO2

が増加する。この比の測定に同位体比質量分析計を
用いることが出来る。異なる 13C 標識化合物を用い
ることで液体食・固形食の胃内排出率、脂質・糖質
の消化吸収能、肝機能などさまざまな生体機能を調
べることが可能であるが、試験食の種類、呼気採取
のポイント、評価指標をどのように設定するかが重
要である 11）。
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１．はじめに
　資源循環・環境制御システム研究所（略称：資環
研）は、平成10年に開所し、今年度で27年目を迎え
た。日本の廃棄物埋立工法の標準となっている方式
を創った初代の花嶋正孝所長、第 2 代の中野勝之所
長の後、約12年間にわたり第 3 代の樋口壯太郎所長
が環境修復と未利用資源の資源化の研究を進め、産
学官連携による環境ビジネスの創出、アジアとの国
際産学連携による国際貢献、地域との連携による地
域貢献に努めてきたが、令和 2 年度より柳橋が所長
を務めている。約40年前から衛生工学を専攻し、埋
立地からのメタンガスの発生や悪臭問題の研究を行
い、厚生省・環境庁在職時代には、３Ｒ（リデュー
ス・リユース・リサイクル）施策の立案、ＰＣＢ廃
棄物の処理事業の立ち上げ、産業界のリサイクル事
業の推進に関与した経験を活かし、資環研の発展に
尽力したいと考えている。

２．令和 5 年度の研究活動と成果発表会
（１）研究活動
　令和 5 年度の主な研究は、環境研究総合推進費に
よる研究として「海面処分場安定化研究」、自主研
究として「PFOS、PFOA 汚染土壌及び地下水の修
復技術」、「飛灰不溶化剤研究」、「グリセリン脱窒剤
の脱窒性能に関する研究」、自治体および企業から
の受託研究として「最終処分場適正管理研究」、「一
般廃棄物最終処分場の廃止に係る詳細調査業務」、

「廃棄物の早期安定化及び副生塩リサイクル試験事
業委託」等を行った。また、共同研究として「焼却
主灰の資源化研究」、「覆土代替薬剤による最終処分
場延命化技術開発」、「産業廃棄物管理型最終処分場
機能診断調査」、「微生物利用における再生グリセリ
ン活用の優位性評価」、「臭気の嗅覚測定法の統一に
向けた研究」等を行った。これまで20人が資環研を

ベースとした研究で博士号を取得しており、現在、
大学院生が学位の取得を目指し研究を進めている。

（２）第26回成果発表会
　例年 6 月に前年度の成果発表会を開催しており、
令和 6 年 6 月20日（木）に Web で開催した。次表
の研究テーマについて成果の発表を行った。

発表テーマ

1 破砕不燃残渣の洗浄処理による埋立前処理効果確認
実験 福岡大学　為田一雄

2 電気透析膜装置の適正管理に関する研究
 福岡大学　劉佳星

3
エアリフトポンプ工法による海面処分場の早期安定
化に関する研究（その３）
 福岡大学　愈霊傑

4 管理型最終処分場における埋立管理
 ㈱神鋼環境ソリューション　豊久志朗

5
覆土代替材による雨水の浸透抑制効果の確認実験

（その２）
 ㈱吉浦　厳厚亮

6
パネルの嗅力分布の影響に基づく臭気指数の算定手
順の比較
 福岡女子大学　藤岡薫

7 災害時の水のバランスシートの試作
 福岡大学　柳橋泰生

8 水道水質に係る気候変動適応策の効果に関する研究
 福岡大学　柳橋泰生

9 グリセリン廃液の有機資源としての有効利用
 福岡大学　武下俊宏

３．令和 6 年度の展望
（１）研究活動
　メインの研究テーマは引き続き「環境修復と未利
用資源の資源化」とし、併せて研究成果の事業化、
ベンチャー企業の支援、国際産学官連携活動を行う。
「資源循環分野」
①　�廃棄物処理プロセスより排出される副生塩のリ
サイクルに関する研究（自主研究）

第26回成果発表会と令和６年度研究

資源循環・環境制御システム研究所長　柳　橋　泰　生

― 16 ―

研究機関研究所近況
産学官連携研究機関　資源循環・環境制御システム研究所



　バイポーラ膜によるエコアルカリ、エコ酸の研究
を行い、データの蓄積を行う。
②　焼却主灰リサイクル研究（企業共同研究）
　企業との共同研究により、焼却主灰の洗浄分級等
によるリサイクルの研究を行う。
③　 グリセリン水溶液の用途拡大に関する研究（企
業共同研究）

　グリセリン水溶液について、脱窒剤としての利用
拡大を進めるとともに、新たな用途開発を行う。

「環境制御分野」
①　 焼却プロセスで使用される薬剤が埋立処分に与
える影響と対策（自主研究）

　継続研究として水中の残存キレート分解技術の開
発を行う。
②　 公共関与型最終処分場早期安定化研究（令和 2
年度から令和 6年度・公益法人受託研究）

　鹿児島県環境事業公社が運営する公共関与型最終
処分場は日本最大の被覆型最終処分場である。令和
2 年度からの 5 年間は大型実験模型槽による廃石膏
ボード早期安定化実験等の研究を行う。
③　 最終処分場早期安定化研究（平成 23年度から
の継続研究・自治体受託研究）

　旧法時代の最終処分場により、汚染された下流の
ため池を再生させるため、埋立地の安定化手法とし
て霧状酸化剤の注入を行っている。その効果をモニ
タリングするため、ガス、浸出水、地下水調査を行う。
④　覆土代替薬剤の開発研究（企業からの受託研究）
　一般廃棄物最終処分場埋立容量の約 30％を占め
る覆土材の代替材の屋外長期曝露による生分解速度
および浸出水水質への影響確認実験、経済性評価を
行い、実際の最終処分場への導入を図る。
⑤　 海面処分場安定化と残留キレート分解に関する
研究（令和 4年度から令和 6年度・環境研究
総合推進費継続課題）

　海面処分場が抱える安定化問題を解消するため、
海面処分場を模擬した実験槽を設置し海面処分場早
期安定化についての開発研究を行う。また、最終処
分場からの浸出水中難分解性残留キレートの分解技
術開発を行う。
⑥　 臭気の嗅覚測定法の統一に向けた研究（大学間
連携研究）

　福岡女子大学と共同開発した CDE 法を活用し、
環境省が実施している嗅覚測定法の統一の検討に貢
献する。
　上記研究の成果については 1 年に 1 回の成果発表
会の他、1 ～ 2 か月に 1 回開催している「廃棄物・
土壌リニューアル研究会」で企業、大学の研究中間
報告会を実施している。これまでに開催は120回を
超えている。令和 2 年度から NPO、韓国安養大学、
中国都市建設研究院等との国際連携による研究会

「SOS」（Study group on solid waste management）
としてリニューアルし、月 1 回開催している。

（２）広報活動等
　コロナ対策を施しつつ広報活動を積極的に行う。
①　第16回エコスクールの Web 開催
②　 資環研通信の発行およびホームページによる広

報
③　 2024NEW 環境展、エコテクノ2024 等展示会へ

の出展
④　研究成果発表会

（３）事業化支援
　研究成果の事業化支援を行う。令和 6 年度は引き
続き、霧状酸化剤による環境修復装置の事業化支援
を実施するとともに覆土代替薬剤の実用化に向け、
実処分場での試験施工指導を行う。また北九州産学
連携推進室には多数の企業、自治体等の相談がある
ためこれらの支援についても従来通り実施する。
　グリセリン水溶液の脱窒剤利用については利用拡
大を進める。グリセリン水溶液は、現在国内 5 箇所
のし尿処理施設や汚泥再生処理センター等の公共施
設において、50％メタノールの代替脱窒剤として導
入され、実用化されている。民間施設の生物学的脱
窒素処理への導入も行われた。なお、グリセリン水
溶液は、同じ脱窒剤用途の従来品より環境負荷が少
ないことが認められ、エコマーク商品に認定された。
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１．研究所２年目以降竹チップ舗装施工について
　令和 5 年度においても竹チップ舗装の普及活動を
中心とした活動を行った。ここでは、和歌山県白浜
町のアドベンチャーワールド、大分県竹田市の岡城、
新潟県佐渡市、兵庫県淡路島ニンゲンノモリ、神戸
市磯上公園遊歩道工事、大阪府岸和田市墓苑工事な
どを行った施工状況について紹介する。
　アドベンチャーワールドでは、園内に 4 頭いるパ

ンダの食べ残した竹を用い、特に竹チップ舗装の透
水性を生かして雄のシマウマエリアをスラリータイ
プの竹チップ舗装を施工した。竹チップ舗装材は、
これまでシマウマの排泄等による地盤のぬかるみを
防ぐ効果もあり、飼育員から掃除がし易くなったと
好評であり、シマウマも気に入った様子であった（写
真１）。

　大分県竹田市岡城では、城の上り坂が滑りやすい
との要望に対して、スラリータイプの竹チップ舗装
が施工を行った。竹田市は放置竹林に悩まされてい
る地域であり、竹田市の竹を用いて施工を行った。

現地調達のまさ土の色とお城の城壁と色彩がよく合
い非常に景観もよく、また歩行性が向上し、来場客
からも非常に好評であった（写真２）。

竹チップ舗装の普及と竹の利活用技術の推進活動

バンブーマテリアル研究所長　佐　藤　研　一

（写真１）アドベンチャーワールド
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　佐渡市では、豪雪による竹の倒壊による停電が問
題になっており、放置竹林の対策と佐渡市の SDGs
の事業の一環として竹チップ舗装が採用され、約
700㎡の民間食品加工会社の駐車場での施工を行っ

た。また、佐渡市の SDGs フェアにも参加して竹チ
ップ舗装の施工方法の解説と見本の展示を行った。

（写真３）

（写真２）竹田市岡城

（写真３）淡路島施工・SDGs フェア
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　淡路島のニジゲンノモリでは、公園内のあずま屋
の周りが度々ぬかるみ利用者の障害となっていた。

そこで、竹チップ舗装をすることで景観を損ねるこ
となく公園の環境もよくなった。（写真４）

　神戸市磯上公園遊歩道では、市が進める夏場のヒ
ートアイランド対策として、竹チップ舗装が採用さ
れ、一般の舗装と比較して 10 度以上の舗装表面の

温度抑制効果があることが確認された。また、市民
の公園として景観にマッチした優しく歩きやすい仕
上がりになった（写真５）。

（写真４）淡路島公園ニジゲンノモリ

（写真５）神戸市磯上公園
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　竹の街を宣言する岸和田市では、新しく新設され
る共同墓苑のアプローチ部分を竹チップ舗装により
施工を行った。今回、市の共同墓苑での竹チップ舗

装は、竹チップの持つ耐久性と抑草効果が期待され、
非常にあたたかみのある仕上がりとなり、市の担当
者からも大変感謝された事例である（写真６）。

２．2024NEW 環境展への出展
　バンブーマテリアル研究所、竹イノベーション研
究会と合同で、「2024NEW 環境展」への出展を行
った。環境展の総来場者は 9 万人を超え、出展社は
614社であった。

　今回の展示では、竹の利活用技術のポスター展示、
㈱大橋の竹チッパーの展示、竹チップ舗装の施工動
画、舗装見本の展示を行った。ブースへの来場者は
おおよそ300名以上となった（写真７）。

（写真６）岸和田市墓苑

（写真７）2024 NEW環境展
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　今回のイベントで初めて竹の利活用技術を知った
来場者もおり、興味を持った方々には、その後大学
への問い合わせを頂くケースもあり、共同研究に繋
がる事例も生じた。来年度もこのような活動を続け
ていきたいと考えている。

３．さいごに
　バンブーマテリアル研究所の設立により、竹の利
活用の情報発信に信頼性が増し、外部での活動と受
託・共同研究も活発化した。令和 6 年度からも 2 年
間、研究所の活動が延長され、さらなる活動の活発
化が見込まれる。今後も福岡大学から全国、そして
世界に向けて最新の竹の利活用技術の発信を進めて
行きたいと考えている。
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研究成果
荒木雪葉「中国語 e-learning の開発」
　福岡大学の中国語教育に関して 2023年度前期ま
でに行った教育実践をふまえて、『福岡大学教育開
発支援機構　紀要　第 6 号』に論文「福岡大学共通
教育中国語科目対応の中国語オンライン教材開発」
を掲載した。これは、2019年度まで作成されてい
た福岡大学中国語教育のオンライン教材に関して、
2020年度のコロナ禍をきっかけとして2023年度前期
までに福岡大学オリジナルの教科書に対応した語法
カード等の設置を行ったことについて紹介したもの
である。さらに 2024年 3 月 7 日に台湾の東呉大学
にて開催された、東アジア学会と東呉大学との共催
シンポジウム「日台の新たな未来関係を目指して」
において、「日本における中国語教育のこれから―
オンライン教材開発を端緒として―」という題目で
報告を行った。これは、現代の教育においてはオン
ライン教材開発や遠隔授業が欠かせないこと、受講
する学生の多様性や中国語の多様性を大学の教育で
カバーするにはオンライン教材やオンライン授業の
技術が欠かせないことを論じたものである。

伊伏啓子「初級会話授業におけるインタビュータス
クの実践について」
　本研究は、本学の第二外国語クラス「中国語Ⅰ
A」において、中国語の初学者である 1 年生の発話
力と会話力の育成を目指し、その方法と実践につい
て検討したものである。令和 5 年度は『漢語課本
2023』の会話 ABC を主に使用して授業を行った。
受講者は21名で、会話の授業としては非常に理想的
なクラスサイズであった。前期は、半年を通して授
業の始めに発音練習と挨拶の反復練習を行い受講者
の耳と口を慣れさせることに努めた。また、学期末

には定期試験（筆記）のほかに、口頭試験を設け
た。L1-L9 の会話文に見られる定型文から20の質問
を抽出し、そこからランダムに 5 つの質問をし、答
えるという方法である。試験の前後には自然と挨拶
ことばが発話され、多くの学生が質問に対して流暢
に中国語で答えてくれた。後期も同様の口頭試験を
行い、学習者は中国語を用いて会話をしているとい
う感覚を味わうことができたようである。インタビ
ューを行うまでのレベルには達しなかったものの、
初級中国語の基礎的な会話力は身についたと思われ
る。

王毓雯「中国語読本教材を利用した中国理解に関す
る研究」
　福岡大学で使用している教科書の作成に関して、

『福岡大学人文論叢　第56巻　第 1 号』に論文「大
学共通教育における中国語初中級講読教材開発につ
いて―国際性と地域性を兼ね備える視点から―」を
掲載した。本稿は福岡大学の共通教育における中国
語初中級の講読教材を中心に検討するものである。
筆者は文部科学省や中央教育審議会が定める大学の
在り方に基づき、高等教育機関に求められる教育
や、グローカル時代という大きな社会変革期におい
て、各大学が取り組んでいる中国語教育について検
討し、福岡大学の中国語教育の現状を考察した。こ
れらにより国際性と地域性を兼ね備えたグローバル
人材を育成するための中国語教育の 1 つのモデルを
提示した。中国語教育プログラムを通じ、中国語の
教育環境を整えることができれば、地域で必要とさ
れる学生を育てることができ、福岡で中国語を学習
する意義も高まるように思われる。すなわち古来よ
りアジアの玄関口としての機能を果たしてきた福岡
にあって、福岡という地域性や地域のニーズに則し

大学における第二外語教学の研究　中国語を主として

研究チーム名：中国言語文化研究（課題番号：213001）
研究期間：令和 3 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月31日
研究代表者：伊伏啓子　　研究員：荒木雪葉、王毓雯、大澤武司、甲斐勝二（令和５年３月31日まで）、謝平、
　　　　　　　　　　　　　　　　董玉婷（令和４年３月31日まで）、眞島淳（令和３年９月13日まで）、宮下尚子
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た中国語教育を目指し、それに対応する中国語初中
級講読教材について、主題、内容、語彙、語法、練
習といった側面から考察し、さらに学習者の授業ア
ンケートの調査結果を分析した。国際性と地域性を
兼ね備えた教材を使用して積み上げ式の教育を行う
ことにより、学習の質を保証し、段階的かつ実用的
な中国語教育を構築していくことの可能性と学生へ
のニーズを提示した。日本の大学共通教育における
中国語初中級講読教材の研究、開発のための裨益に
資したい。

王美蘭「中国ルーツ学生の中国語教育」
　近年、在日中国人の人口増加に伴い、中国ルーツ
の学生が増えている中、母語・母文化の継承が重要
な課題となっている。中国ルーツの学生は家庭環境
の影響を相当程度受け、中国語教育に対するニーズ
が高く、一般的な外国語の学習者（本研究では主に
日本人学生の学習者を指す）とは異なる学習レベル
や特性があると考えられる。そのため、従来の外国
語の学習者と同様の教授方法では彼らのニーズを満
たせない場合がある。本研究では、教育現場で彼ら
の特性を踏まえた適切な教材の提供と指導方法を探
り、学習者の立場から効果的な指導法を検討するこ
とを目的とする。昨年の夏休み、大連外国語大学図
書館と大連図書館で資料調査を行ってきた。海外中
国語教育の教育モデルや ChatGPT などの生成 AI
を活用する中国語教育の最新研究資料を手に入れる
ことができた。さらに、福岡大学の１年生を対象と
して、昨年中国語を選択した中国ルーツを持つ学生
に対して授業アンケートを実施しようと計画を立て
たが、自分の教え子の中に中国ルーツを持っている
学生が 1 人しかいなかったので、アンケートの実施
を断念せざる得ない状況であった。今まで集めてき
た資料と経験を、新しい研究テーマ「在日中国系２
世の母語習得」に生かしていこうと考えている。

大澤武司「中国地域研究者による専門講読科目教育
に関する方法論の検討」
　本研究は、東アジア地域言語学科に所属する地域
研究の教育を担当する教員が、各種の講読の講義を
通じて、同学科に在籍する中国コースの学生たちに
時事問題に関する新聞記事や評論、初歩的な専門論

文などの中国語文献を読解するための能力を身につ
けさせることを目指し、その教授法について検討す
るものとして実施してきた。令和 5（2023）年度に
おいては、後期に 3 年次以上の学生を対象に開設し
ている「中国学文献講読Ⅱ B」ならびに「中国事情
講読 C」という二つの授業において、学生たちが特
に読解において苦手としている事項について基礎的
な情報の収集に努めた。網羅・体系的な分析は行え
ていないが、現時点での感触として、特に文中に出
現する介詞（前置詞）のうち、書き言葉において常
用される「就（～について）」の訳出について苦手
とする学生が多く、さらに「将（～を）」なども副
詞としての利用と混同して訳出する学生が多く、こ
の点を重点的に指導することで学生たちの新聞記事
や論評、初歩的な専門論文の訳出がよりスムーズに
行えるようになるのではないかと考えている。なお、
本年度は研究予算の執行はなかった。

謝平「中国語作文教材の開発について」
　本研究は、中国語の入門段階を終えた二年生を対
象に開講する作文の授業における教材の開発を試み
た。教材開発の目標は、主に学生の語彙力を高める
ことである。そのため、HSK 4 級の語彙リストに
基づき、中国語の基礎語彙として把握すべき 1200
語程度の語彙リストを作成し、学生に配布した。ま
た、その中で使用頻度の高い単語や、学生にとって
難しい単語とそれに関連する基礎文法を抽出し、ど
のように教材に取り組むのかを検討した。しかし、
開発した教材を使用する時に、内容的にはボリュー
ムがあるものの、学生にとって難しい箇所が少なく
ないことが明らかになった。学生のレベルに合った
本文と練習問題の開発が今後の課題となっている。

宮下尚子「中国語における連動文の分類の試み」
　中国語の「連動文」とは、動詞句の連用型式式を
いい、同一の主語に対して前後二つ以上の動詞が用
いられる型式である。連続する動詞句は順序が固定
しており、二つの動詞句の接続関係を説明する語が
なく、また、休止もない。福岡大学共通教育初修中
国語共通テキスト『漢語課本』で用いられる連動文
は以下のように分類できた。
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⑴　 動作の順序を前後に分ける。（“他来学校上课。” 
第 12 課）

⑵　 時間を表す動詞句が先にくる。（“汉语课从几
点到几点？ ” 第 12 課）

⑶　 場所を表す動詞句（介詞フレーズ）が先にくる。
（“福冈大学离天神不太远。” 第 11 課）

⑷　 対象を表す動詞句が先にくる。（“我给你发
email。” 第 14 課、（“他们请郭燕来帮忙。” 第
16 課））

⑸　 方法・手段を表す動詞句が先にくる（“每天骑
自行车来学校。” 第 12 課）

⑹　 条件を表す動詞句が先にくる（“他唱歌唱得很
好。” 第 14 課）

研究業績
荒木雪葉「福岡大学共通教育中国語科目対応の中国

語オンライン教材開発」『福岡大学教育開発支
援機構紀要』第 6 号、福岡大学教育開発支援機
構、pp.18-25、令和 6 年

王毓雯「大学共通教育における中国語初中級講読教
材開発について―国際性と地域性を兼ね備える
視点から―」『福岡大学人文論叢』第 56 巻第１
号、pp.281-313、令和 6 年

福岡大学中国語教科書研究チーム編『漢語課本Ⅱ
A（試用版）』、卿雲堂、2023 年

福岡大学中国語教科書研究チーム編『漢語課本Ⅱ
A（試用版第二版）』、卿雲堂、2024 年

福岡大学中国語教科書研究チーム編『漢語課本Ⅱ B 
中国語で読む福岡物語 ―福岡旅情故事―』、金
星堂、2023 年
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研究成果
　文部科学省が2015年に発表した「生徒の英語力向
上推進プラン」では、英語 4 技能を重視した授業の
徹底や英語 4 技能を測定する入試改革の必要性が述
べられている。また授業や入試において、「話す」「書
く」のアウトプット技能や「聞いて理解して書く」
等の技能統合型の言語活動が不十分であることが指
摘されている。学習指導要領が大幅に改訂され授業
も変わりつつあるが、小学校、中学校、高等学校の
教育現場において、英語 4 技能を統合した授業を行
うことは決して容易なことではない。そこで、本研
究では、小学校、中学校、高等学校の教育現場で英
語 4 技能統合型授業の普及と定着を図るための基礎
研究として、以下の 3 つの観点から研究を行った。

（１）４技能統合型授業における英文法指導法の研究
　日本語と英語は文法構造が異なっており、英文法
の学習および習得は英語学習者にとって必要不可欠
である。その一方、知識（ルール）を教授する英文
法指導と、言語活動が主となる技能統合型の授業は、
中々親和性が見いだしにくいという特徴がある。そ
こで本研究では、４技能統合型授業にどのように英
文法指導を有機的に組み込むかについて研究を進め
た。
　まず、現在、中学校および高等学校で使用されて
いる検定教科書および副教材等を用いて、文法項目
がどのように扱われているか調査するとともに、中
学校の先生方にインタビューを行い、パフォーマン
ス評価において、どのように文法知識を評価してい
るか、またどのような課題があるかについて検討を
行った。その結果、教員が意図した文法項目を生徒
が使用しない、文法知識を評価するためにどのよう

なタスクが適切なのかが分からない等の課題が明ら
かとなった。
　初年度に実施した教科書や教材等の調査およびイ
ンタビューの結果をもとに、4 技能統合型授業にお
いて学習タスクに組み込むべき文法項目について整
理を行った。それらの文法項目について、認知言語
学の知見に基づき科学的にどのようにどのようなア
プローチで英文法を指導することが可能かについて
検討した。令和 4 年度は特に、日本語母語話者が苦
手とする時制と相、関係代名詞に焦点を当て、「文
法を教える（学ぶ）ための不自然な学習タスク」で
はなく、自然なコミュニケーション活動を通して文
法を学習できるような学習タスクの開発について検
討を行った。さらに、日本語母語英語学習者のライ
ティングタスクの分析を行い、エラーの特徴につい
てまとめた。その結果、時制と相、特に過去時制と
完了相のエラーが多く見られ、その背後に英語と日
本語の出来事のとらえ方が影響していることが明ら
かとなった。
　そこで、令和 5 年度は、英語の時制と相について、
認知言語学の知見に基づいた教授法と学習者が行う
技能統合型タスクの開発を行った。特に、英語の時
制と相には学習者の母語である日本語に存在しない
出来事のとらえ方が表出しており、言語学の専門的
な概念を用いずにタスクを通じて学習者にどのよう
に習得させるかに焦点を当て研究開発を行い、授業
で使用することが可能なワークシートを作成した。
今後は、開発したワークシートの教育効果を検証し、
教材および教授法の精度の向上を行いたい。また、
時制と相以外の文法項目を対象とした教材および教
授法の開発にも着手する予定である。

英語４技能統合型授業

研究チーム名：英語４技能統合型授業（課題番号：213002）
研究期間：令和 3 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月31日
研究代表者：長　加奈子　　研究員：奥田裕司、福田慎司
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（２）�ICT 活用による英語４技能を統合した教材や
指導法の研究

　本研究では、英語 4 技能統合型授業における課題
に焦点を当て、特に ICT を活用した英語 4 技能統
合教材や指導法の研究を行った。文部科学省による
ICT を活用した授業の推進により、英語リーディ
ング、リスニング、スピーキング、ライティングの
各技能に対応するデジタル教材や指導法の研究は進
んでいる。しかし、これらの研究は各技能を単独で
取り扱うことが多く、統合的なアプローチが不足し
ている現状がある。本研究では、4 技能を効果的に
関連付け、相互に連動させることを目指した統合型
デジタル教材および指導法の開発とその実践につい
て研究を進めた。
　まず、小中高の各教育段階における研究授業や教
育実践を通じて、ICT を活用した英語 4 技能統合
指導の現状を調査した。具体的には、最新の「ICT
を活用した英語教科書および付属のデジタル教材」
を用いた授業を観察し、教師がリーディング、リス
ニング、スピーキング、ライティングの各技能をど
のように統合して指導しているかを詳細に記録し
た。この過程で、教師がデジタル教材を効果的に組
み合わせ、授業の中で各技能をシームレスに結び
つける努力をしている様子が見られた。また、ICT
を活用することで、従来の教材では難しかったイン
タラクティブな指導が可能になり、生徒の理解度や
関心を高める効果が確認された。
　調査結果を基に、ICT を活用した英語 4 技能統
合型デジタル教材と、その効果的な指導法のモデル
構築を行った。このモデルは、リーディング、リス
ニング、スピーキング、ライティングの各技能を相
互に補完し合う形で構成されており、各技能の学習
が連続的かつ統合的に進行するよう設計されてい
る。例えば、リスニングで学んだ内容をスピーキン
グでアウトプットし、その後のライティングでさら
に深めるという流れを意識した教材構成とした。
　中学校及び高等学校の研究授業会において、この
モデルを教育関係者に提案し、フィードバックを得
る機会を設けた。そこで得られた意見や助言を反映
し、モデルの改良を進めた。今後の展開としては、
構築した指導法および教材を実際の小中高の教育現
場で実践してもらい、その効果を検証することが重

要である。具体的には、実践授業の様子を撮影し、
指導方法や生徒の反応を多角的に分析する予定であ
る。この分析を通じて、指導法や教材の効果を客観
的に評価し、さらに改善するためのデータを収集す
る。
　本研究の最終的な目標は、ICT を活用した英語
4 技能統合型授業の普及と定着を図り、小中高等学
校における英語教育の質を向上させることである。
そのために、今後も現場のニーズを反映した実践的
な研究を続けていくとともに、教育現場へのフィー
ドバックを重視しながら、効果的な指導法の確立と
その普及に努めていく考えである。

（３）�CLIL�（内容言語統合型学習）を利用した英語
４技能向上につながる指導法の研究

　 3 年間にわたる「CLIL を利用した英語 4 技能向
上につながる指導法の研究」の成果は、大きく分け
て以下のようにまとめられる。
　まず、世界で行われている CLIL の分析によ
り、その教育手法の特徴や有効性を明らかにした。
CLIL は、内容と言語を同時に教えることで、学習
者が新しいトピックや概念を理解する際に、言語能
力を同時に向上させることができるという点で注目
されている。この分析に基づき、日本の学校現場に
おける CLIL の適用可能性を探究した。
　次に、大学院の授業で CLIL を研究・実践し、そ
の有効性を検証した。CLIL の原則を応用した授業
計画を作成し、学生のフィードバックを収集した。
その結果、CLIL を取り入れた授業が、学習者の英
語の 4 技能の向上につながることが明らかになっ
た。
　さらに、CLIL を導入する際の最適な手法や教材
の開発にも取り組んだ。適切な教材や教授法の選択
により、学習者がより効果的に英語力を向上させる
ことができることが示された。また、CLIL を実践
するためには、教師が十分な準備とサポートを受け
ることが重要であることが示唆された。
　CLIL を通じて、学習者がより深い理解と堅固な
言語スキルを獲得できるようにするために、今後も
研究と実践が重要である。
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研究業績
【論　文】
長 加奈子：完了形の使用と日本語母語英語学習者

の母語の事態把握の影響：認知言語学の観点
から、比較文化研究，第 151 号，pp. 105-117, 
2023.

長 加奈子：日本語母語英語学習者の時制誤用の変
化―使用（用法）基盤モデルと事態把握の観点
か ら ―，JAAL in JACET Proceedings, 6, pp. 
41-48, 2024.

長 加奈子：日本語母語英語学習者の時制の誤用か
ら見える日本語の事態把握の影響，福岡大学人
文論叢，56 (1), pp. 191-212, 2024.

【学会発表】
長 加奈子：多読学習を通した時制と相の習得プロ

セス：使用（用法）基盤モデルの観点から，第
6 回 JAAL in JACET 学術交流会，2023年12月
2 日，お茶の水女子大学 .

【その他】
長 加奈子：第 72 回全国英語教育研究大会　佐賀大

会　指導助言者（中学校 2 校），2022年11月19日，
オンライン .

福田 慎司：第 72 回全国英語教育研究大会　佐賀大
会　指導助言者（中学校 2 校），2022年11月19日，
オンライン .
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研究成果
［永田善久］（担当課題：人文テキストと ICT）
　本研究期間内には ChatGPT の登場に象徴される
生成 AI の急激な台頭を目の当たりにしたこともあ
り，「自然言語処理」における基礎的な「テキスト
マイニング」のスキル（テキストの前処理，形態素
解析，係り受け解析，固有表現抽出，N- グラム解
析，共起ネットワーク解析，トピックモデル解析
等々）を学び，これを「文学テキスト」（フランツ・
カフカ『変身』のドイツ語原文および日本語訳）の
試験的分析に応用してみた（福岡大学大学院人文
科学研究科ブログ「自然言語処理（NLP: Natural 
Language Processing）の今」2023-02-17 参照）。
　2023年度のオープンキャンパス模擬講義では「AI
による自然言語処理のデモ」という演目で OpenAI
社による Whisper という Speech-to-Text 系の生成
AI を使った「動画からのドイツ語と日本語音声の
文字起こし」を Python で自動処理させる実演を試
みた。
　2022年10月 1 日には「福岡大学市民カレッジ」の
枠組みの中で行われたシリーズ講演「ヨーロッパの
街と歴史をたどる」の第一講「ケルン : 皇帝クラウ
ディウスの植民市そしてアグリッピナ（皇妃が生
まれた土地）の者たちの祭壇」を永田が担当した
が，（個人情報は削除済みの）「第一講のアンケート
結果 Excel シート」を元に，2023年度，これらのデ
ータから実際に「カイ 2 乗分析，可視化を伴う自由
記述文の形態素解析・対応分析・共起ネットワーク
解析」を行ってみることで，「ニューラルネットワ
ークモデル Transformer で学習された大規模日本
語言語モデル（ja_ginza_electra）」を「機械学習・
深層学習を取り入れた多言語対応の自然言語処理用
Python フレームワーク（spaCy）」上で実践的に取

り扱う経験を積んだ。
　以上のように，「人文テキストと ICT」というテ
ーマで取り組んだ本研究の中身は，当初予定してい
たものとは若干異なるものとなったが，研究の「核
心」は変わっていない。「これからの人文学研究に
AI をどのように利活用し得るのか」を試行錯誤し
つつ具体的に考える端緒に至った段階である。

［マーレン・ゴツィック］（担当課題：近現代美術に
おける老い・加齢・死の表象）
　研究当初は日本とドイツの美術における老い・加
齢・死の表象の歴史を探った。特に中世には当時の
宗教的概念が絵画に強い影響を及ぼした。ドイツで
は人生が「運命の女神」（＝偶然）により決められ，
人間の生死や運不運も「人生の輪」という表象によ
り描かれているものが多い。季節と人生を結びつけ
る表象は日本にもドイツにもある。日本では人物の
代わりに松が高齢の象徴として描かれ，ドイツでは
秋・冬が高齢のアレゴリーとして表現されることも
ある。
　近世から20世紀初頭まで，人生はよく 7 から 9 段
の「階段」のかたちで描かれ，日本の中世・近世の

「老いの坂図」との共通点も少なくない。ルネサン
スでは人生の段階が人生の「儚さ」と結びつけられ
ることもある。日本で描かれた「九相図」は死後の
変遷をテーマとするが，ドイツの絵画と同じく，ほ
ぼ例外なく女性が対象物になっている点が共通であ
る。近現代美術においても，「人生の階段」がドイ
ツでも日本でも新しく解釈されることがある。例と
して，19世後半の進化論の「適者生存」と「人生の
階段」／「人生の輪」が合わされ表現された絵画

（Hans Canon: Der Kreislauf des Lebens（＝人生の
輪）1885年）や20世紀半ばの戦後の経済成長を背景

ドイツ語圏表象言語文化研究（Perspektiven der Germanistik）

研究チーム名：ドイツ語圏表象言語文化研究（課題番号：213003）
研究期間：令和 3 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月31日
研究代表者：永田善久　　研究員：マーレン・ゴツィック、スサナ・デル・カスティヨ、アンドレ・ライヒャルト、平松智久
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にした豊かな年金生活を風刺画で描くものがあげら
れる。
　現代美術にも「人生の段階」や「儚さ，ヴァニ
タス」があらゆるかたちで引用される。個人レベ
ルで毎日少しずつ加齢していく記録（土田ヒロミ : 
Aging, 1986年～），段階的にお墓に向かっているパ
フォーマンス（Timm Ulrichs: Past Present Future, 
1970年），また，家族と世代を対象にする（Annegret 
Soltau: generativ ジェネレーティブ（継続）, 1975―
2002年）など様々な表現が見られる。「儚さ，ヴァ
ニタス」に関しては石内都，宮永愛子や三島喜美代
について調べた（論文・口頭発表を参照）。
　近現代美術を通して，高齢者と社会の関係を読み
解くことも可能である。「年相応」という観点から
ネガティブ（怪しい，不気味，老人の嘲笑，孤独さ）
な側面が描かれる一方，現代アートは，特にドイツ
の場合，こうした負のイメージを払拭し，高齢者の
強さ，独立性，個性を表現している。

［スサナ・デル・カスティヨ］（担当課題：五感と関
連するオノマトペ）
　異種言語間の比較は各言語が持つ多様性を可視化
し，これを通じて言語に対する認識と注意が促され
る。2024年の論文ではジェイムス・クリュスのドイ
ツ語詩「炎」を分析し，その日本語訳を作成するこ
とで，日独両言語の対照分析を行った。この詩の中
でクリュスは火の経過を興味深く描写している。具
体的にはオノマトペや頭韻，擬人化，五感の使用と
いった修辞法を駆使して，生き生きとして目に見え
るような言語イメージを生み出す詩を作ることに成
功している。
　火の燃え上がりから消えるまでの過程を描いてい
るクリュスの詩の特徴は，人の五感に訴えかけてい
ることだ。第 1 詩節では火の音響的知覚，第 2 詩節
では視覚的印象，第 3 詩節では匂い（最後の行では
味覚にも言及されている），そして第 4 詩節では触
覚が描写されている。火がゆっくりと消えていく様
子が描かれる第 5 詩節では（味覚を除く）4 つの感
覚がもう一度要約される。最後の詩節では，最終段
階の鎮火が描かれ，詩が締めくくられる。
　詩の内容分析では，詩の形式，文構造，韻，擬人
化やオノマトペ等々，文体的な工夫について詳しく

論じ，この詩が持つ美的・認知的な内容を洞察する
ことを意図した。
　ドイツ語のオノマトペの多くは歴史的な音の変化
の影響を受け，さらに屈折や派生によって修飾され
ることがあるため，論文では詩の中に出てくるドイ
ツ語のオノマトペの起源を正確に分析し，翻訳に使
われた日本語のオノマトペとの比較検証を行なっ
た。日本語訳はドイツ語版テキストに忠実であるこ
とを旨とし，感覚器官に関連するオノマトペをでき
るだけ多く使用することを目的として論者が独自に
作成した。
　この結果，日本語にも感覚器官と関連付けられ，
ドイツ語のオノマトペと同一視できるオノマトペ表
現が数多くあることがわかった。また，ドイツ語で
はオノマトペにならない用語でも，日本語ではオノ
マトペに訳せるものもある。両言語のオノマトペの
大きな違いは「音韻」にある。ドイツ語のオノマト
ペはその形（動詞，名詞，形容詞）に付加的な情報
を含まないが，日本語のオノマトペはその音韻形に
よって付加的な意味合いを含むことがあるためだ。
　結論として，日本語のオノマトペはドイツ語と比
較して，音の変化やその他の文体的な工夫によって，
さまざまな言語的ニュアンスを作り出す可能性がよ
り多くあると言えよう。

［アンドレ・ライヒャルト］（担当課題：真理とフィ
クション :�世界と文学の関係）
　「世界観と文学．概要モデル」（2021年 9 月）にお
ける研究仮説は論者の研究における基本理念であ
り，そこでは文学理論における解釈方法論と真理論
の関係をどのように適用し得るか，またそれが文学
テクストの解釈にどのような影響を与え得るかを探
求した。その基盤となったのが認識論における真理
の概念に基づいた「読者とテクストの相互作用」の
モデルである。モデルの構築に際しては，真理論，
認識論および論理の基礎についての理解を深める必
要があった。
　「授業で文学．第 3 の道」（2021年12月）において
先行するプロジェクトは一通り完了した。このプロ
ジェクトでは「ドイツ語学習者に解釈方法をいかに
伝えるか」，「それはあらゆる言語レベルで可能であ
るか」が焦点となった。このための授業モデルが異
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なるクラス・学生数・学習レベルでそれぞれ実施さ
れた。また全ての学生には当該授業に関する評価機
会が与えられた。評価結果と授業で使用した教材は
論文の付録として公開している。
　2022年 6 月 3 日に上智大学で行った講演 „Über 
Dauthendeys Japanbild zwischen poetischem 
Kalkül und persönlicher Enttäuschung“（ダウテン
デイの日本像 : 詩的計算と個人的失望の間で）」で
は，彼の著作の受容や二次文献をめぐる制約の下で，
ダウテンデイの文学作品と伝記的著作における日本
像を，真理論を用いてどのように描写し得るかをテ
ーマとした。
　「言葉をめぐる格闘．『シラー年鑑 1989―90年』」

（2022年10月）では論者の研究テーマと文学研究の
歴史的な議論について取り上げているが，その焦点
は理論形成の可能性とそのドイツ語学文学内におけ
る受容である。歴史的な議論は，新しい研究アプロ
ーチに対して常に提起される批判と，その批判が果
たして社会的状況に基づくものかあるいはそれぞれ
の理論の実際の部分に関連するものかを浮かび上が
らせてくれる。

［平松智久］（担当課題：遠隔授業における「クリエ
イティブ・ラーニング」の可能性）
　初年度は「クリエイティブ・ラーニング」の特性
に関する基礎研究を行い，その研究成果を，研究
計画段階の予定よりも早く『福岡大学研究部論集』

（Vol. 21 No. 1）所収の論文「初修ドイツ語教育に
おける〈オンライン型クリエイティブ・ラーニング〉」
にまとめることができた。同論文は，「応用ゲルマ
ニスティク研究」（平成30年度から 3 年間の領域別
研究）を「ドイツ語圏表象言語文化研究」（令和 3
年度から 3 年間の領域別研究）に接続した研究成果
である。
　また，「応用ゲルマニスティク研究」の研究成果
としてまとめた『福岡大学研究部論集』（Vol. 21 
No. 1）所収の論文「第二外国語教育における〈ア
クティブ・ラーニング〉の評価方法―ドイツ語の授
業を例とした考察」に関しても，本研究課題で，第
二外国語のオンライン教育におけるパフォーマンス
評価についての考察に引き継がれている。本研究は
二年目以降，「〈オンライン型クリエイティブ・ラー

ニング〉の評価方法」と題して新しい論文にまとめ
る予定であったが，感染症の広がりが収束に向かっ
たことで非対面型遠隔授業が対面型授業に戻り，当
初予定していた実践の場でのデータ収集が困難にな
ってしまった。
　そこで最終年度以降は，「クリエイティブ・ラー
ニング」の前提として必要となる基礎能力養成用問
題集の作成に取り掛かった。とりわけ遠隔授業では，
学習者の学ぼうとする意欲，動機，学習時間や学習
環境に応じて学習成果に大きく違いが生まれるが，
外国語学習者が自分の言語習得段階に応じて使用で
きるドイツ語の自律的学習用教材が不足しているよ
うだったからである。そのような教材は，オンライ
ンであれオフラインであれ，自律的かつ主体的な「反
転学習」において学習者たちの役に立つに違いない。
そのシリーズ 1 冊目（ 3 ～ 4 冊を刊行予定）は，本
研究課題の一つの成果として，2024年度中に出版さ
れる予定である。
　大学における外国語教育の意義は，知識・技能，
思考・判断・表現の力，学び続ける意欲と人間性の
向上という新学習指導要領の三本柱を「釣り合いの
取れた整合性のある」形で総合的に伸ばしながら，
専門の研究を進めることによって，「将来への見通
しを開く」ことにある。それゆえ，今後いかに人工
知能（AI）等のコンピューター技術が発展したと
しても，また，人間社会が自然の猛威に晒され，社
会的激変が起ころうとも，否，そのような未知の状
況や想定外の変容が続く環境下にあるからこそ，大
学における外国語教育と言語学習の場が失われるよ
うなことは決してあってはならない。総合的な言語
学習と言語活動は，相手や対象を思いやりながら，
いかなる事象に対しても柔軟かつ的確に対応して判
断し，自分の考えを表現し続ける人間力を養うため
に必要不可欠だからである。本研究は，遠隔授業に
おいてもその目的を果たすために「クリエイティブ・
ラーニング」の可能性を探るものであったが，これ
までの研究活動を今後も継続的に発展させることに
よって，現代社会に人文学的寄与をなすことを目指
す。

研究業績
永田善久：ヨーロッパ学 ICT 講義テキスト（IIA/
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IIB）．福岡大学研究部論集 A：人文科学編
Vol.21 No.1, pp1–62, 2021年12月．

永田善久：abc… 文字列から音楽を自動生成！ 福
岡大学大学院人文科学研究科ブログ，2022年 3
月 1 日．

永田善久：自然言語処理（NLP: Natural Language 
Processing）の今．福岡大学大学院人文科学研
究科ブログ，2023年 2 月17日．

永田善久：AI による自然言語処理のデモ．『ラテル
ネ』130号，同学社（東京），pp22–23, 2023年 9 月．

永田善久：フリーソフトウェア文化のフラグシップ
GNU Emacs その 1：多言語文字の入力支援．
福岡大学大学院人文科学研究科ブログ，2024年
2 月28日．

永田善久：2022 年度後期福岡大学市民カレッジ「ヨ
ーロッパの街と歴史をたどる」第一講のアンケ
ート分析．福岡大学人文論叢 第 55 巻 第 4 号，
pp1065–1118, 2024年 3 月．

Godzik, Maren：Bilderbücher zum Thema Demenz 
im deutschsprachigen Raum und in Japan. 福
岡大学研究部論集 A：人文科学編 Vol.21 No.1, 
pp63–80, 2021年12月．

Godzik, Maren：Thread, Weave, Cloth, Clothing 
–  Ephemera l i ty  in  I sh iuch i  Miyako ’ s 
Photography, 第 7 回ヴァニタス研究会（オン
ライン）, 2022年 6 月19日.

Godzik, Maren：糸・織り・布・服──石内都の写
真にみる儚さ（パネル：現代芸術における〈ヴ
ァニタス〉モチーフ──虫・布・花）. 表象文
化論学会第 16 回大会 , 2022年 7 月 2 日 .

Godzik, Maren: “Garments of Life” – Motives of 
Temporality in the Photography of Ishiuchi 
Miyako and Onodera Yuki. 芸 術 と 日 本 
Workshop: The Vanitas Research Group 
(KAKEN) and Harvard University（オンライ
ン）, 2022年 9 月16日.

Godzik, Maren：ドイツ及び日本の美術に見られる
老いの表現 . 福岡大学市民カレッジ , 2022年12
月 3 日 .

Godzik, Maren：Informationsfossile: Keramik und 
Zeitlichkeit im Werk Mishima Kimiyos, 日独ワ
ークショップ「VANITAS 現代美術と写真に

みる〈はかなさ〉のイメージ（オンライン）, 
2023年 5 月 7 日 .

Godzik, Maren：ゴミが化石になるとき 三島喜美
代の作品における物質と時間性 国際シンポジ
ウム「VANITAS 現代美術と写真にみる〈は
かなさ〉のイメージ：日独共同研究の成果か
ら」, 2023年 9 月17日.

Godzik, Maren：In a State of Liminality: Kimonos 
as Motifs of Temporality in the Photography 
of Ishiuchi Miyako. The Journal of Asian Arts 
& Aesthetics ／亞洲藝術與美學 Vol. 9, pp55–
70, 2024年 1 月（査読）.

Godzik, Maren：Der Ton der Vergänglichkeit? は
かなさの〈音／陶／トーン〉？～《そらみみみ
そら》−宮永愛子の陶インスタレーション . 武
蔵大学人文学会雑誌 Vol. 55 No. 2, pp321–336, 
2024年 3 月.

del Castillo, Susana：Onomatopoesien in der 
Werbung. 福岡大学研究部論集 A：人文科学編
Vol.21 No.1, pp81–104, 2021年12月．

del Castillo, Susana：„Das Feuer“ – Analyse 
onomatopoetischer Begriffe in Bezug auf 
die Sinneswahrnehmungen anhand eines 
deutschen Gedichts und seiner japanischen 
Übersetzung. 福岡大学人文論叢 第 56 巻 第 1
号，pp251–279, 2024年 6 月．

Reichart, André：Literarische Wahrheit zwischen 
Fakt und Fiktion. Ein Bestimmungsversuch.

（オンライン）日本独文学会 2021年春季研究発
表会 . 2021年 6 月 6 日．

Reichart, André：Weltvorstellung und Literatur. 
Ein Modell im Grundriss. 福岡大学人文論叢 第
53 巻 第 2 号，pp245–267, 2021年 9 月．

Reichart , André：Literatur im Unterricht . 
Der 3. Weg. Ergebnisse der Forschung im 
Rahmen des Forschungsteams ‚Angewandte 
Germanistik‘ an der Fukuoka Universität. 福
岡大学研究部論集 A：人文科学編 Vol.21 No.1, 
pp105–118, 2021年12月．

Reichart, André：Das Japan, das es nie gab. 
Dauthendeys Japanbild zwischen poetischem 
Kalkül und persönlicher Enttäuschung. 
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Vortrag im Rahmen des Sophia Symposiums 
2022 'Exotismus in der Kritik' (3–5 Juni 2022) 
an der Sophia Universität, Tokio. 上智大学で
の講演 . 2022年 6 月 3 日．

Reichart, André：Das goldene Zeitalter. Okkulte 
Vors te l l ungen  von  Ze i t  und  Zukun f t 
um 1900. Tagungsband der Asiatischen 
Germanistentagung 2016 in Seoul. Band 1, 
pp85–98, 2022年 7 月．

Reichart, André：Das Ringen um Worte. Die 
Diskuss ion über d ie Fachsprache der 
Literaturwissenschaft in den Schi l ler -
Jahrbüchern 1989–90. 九州大学独文学会編「九
州ドイツ文学」第 36 号 , pp53–71. 2022年10月．

平松智久：第二外国語教育における〈アクティブ・
ラーニング〉の評価方法―ドイツ語の授業を例
とした考察．福岡大学研究部論集 A：人文科
学編 Vol.21 No.1, pp119–130, 2021年12月．

平松智久：初修ドイツ語教育における〈オンライ
ン型クリエイティブ・ラーニング〉．福岡大学
研究部論集 A：人文科学編 Vol.21 No.1, pp131–
148, 2021年12月．
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【研究成果報告】
　本研究チームは「韓国の社会と文化に関する総合
的研究」をテーマとし、9 名が各専門分野の研究を
行った。各自の１）研究成果と２）研究業績を以下
に記す。

【松﨑真日】
１）研究成果
　2021年 4 月から2024年 3 月の 3 年間に本研究費を
用いて、大きく 3 つの研究を行った。
　 1 つ目は、ビジュアル・ナラティブの研究である。
韓国語を学習する大学生が思い描く外国語学習のイ
メージについて調査を行い、その結果を英語を学ぶ
大学生や、日本語を学ぶ留学生のそれと比較した。
学習対象となる外国語によるビジュアル・ナラティ
ブの違いや共通点を明らかにしたほか、そのデータ
を分析する研究者の気付きにも焦点を当てた。同じ
データを見ても、研究者の背景や経験により異なる
解釈が生じることに着目し、その解釈の違いは研究
者個々人の背景や経験の違いによるものであること
を指摘した。このようにビジュアル・ナラティブは、
複数人が共同的に分析を行うと、研究者個々人、あ
るいは教員の解釈について、議論を行いやすく、結
果として研究者や教師が自分自身のビリーフを把握
したり、捉え直す上で、有効な道具になる可能性が
あることを論じた。またこのような可能性について、

「ビジュアル・ナラティブを紐解く−学習者が描く
外国語および外国語学習の絵から教える側は何を学
ぶか−」という題目で、言語文化教育研究学会でワ
ークショップを実施した（2023年 3 月）。さらには、
試論として学会誌上で発表も行った（水戸・鈴木・
松﨑 2023）。教師としての省察を行う場として教師
研修や種々のワークショップがあるが、そういった

場で、共同構築的に自身の教師ビリーフを捉え直す
道具として、ビジュアル・ナラティブの活用が今後
進むことが期待される。
　 2 つ目は、中級レベル以上の韓国語学習者向けの
コミュニケーション教材の開発である。本研究費の
メンバーでもある東アジア地域言語学科の尹秀美氏
とともに、教材開発作業に着手した。開発の初期段
階では、既存の種々の教科書を分析するとともに、
どのようなテーマ、構成を取るのが望ましいかにつ
いて議論を繰り返した。そして議論の結果をもとに、
次の段階として、教科書の執筆に着手し、初稿の完
成に至った。今後、授業で使用していく中で、検討
すべき事項を洗い出していく予定である。原稿の修
正を繰り返しながら、最終的には中級向けの韓国語
コミュニケーション教科書として完成させたい。
　 3 つ目は、韓国語の談話分析の研究である。韓国
語のラジオ番組を談話分析するという観点からの研
究に着手した。まだ本研究は緒についたばかりであ
り、今後本格的に録音、書き起こし、分析などの作
業を行う予定である。
　以上、進捗状況は様々であるが、3 つの研究に取
り組み成果を上げることができた。

２）研究業績
＜研究論文＞
水戸貴久、鈴木栄、松﨑真日：【フォーラム】ビジ
ュアル・ナラティブの解釈の違いによる言語教師の
ビリーフの捉え直し、言語文化教育研究 第21号：
pp. 262-277、2023.12.
松﨑真日、磯野英治、検校裕朗：【報告】ビデオ教材 

『映像で学ぶキャリア ―日韓の学生が専攻言語を生
かすために―』のシナリオの公開、日本語研究 第
43号：pp. 1-15、2023.6.

韓国の社会と文化に関する総合的研究

研究チーム名：韓国の社会と文化（課題番号：213004）
研究期間：令和 3 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月31日
研究代表者：松﨑真日　　研究員：安藤純子、柳忠熙、尹秀美、緒方義広（令和４年４月１日から）、
　　　　　　　　　　　　　　　　丁仁京（令和５年３月31日まで）、趙賢眞、姜姫銀、羅義圭（令和５年４月１日から）
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松﨑真日、磯野英治、検校裕朗：ビデオ教材『映像
で学ぶキャリア ―日韓の学生が専攻言語を生かす
ために―』の制作と公開、日本學報 第 134 輯：pp. 
1-16、2023.2.
松﨑真日、磯野英治、検校裕朗：日韓の言語専攻学
生のキャリア教育用ビデオ教材制作の背景と枠組
み、日本語教育研究 第 56 輯：pp. 183-196、2021.8.
＜報告書＞
松﨑真日、丁仁京、安藤純子、趙賢眞：韓国語学習
の「おやつ」−10分で知る韓国の社会と文化−制作
報告―制作背景・構成・使用法を中心に―（実例
紹介部分）、福岡大学研究部論集 人文科学編 Vol.21 
No.2：pp.29-33, 36、2021.12.

【安藤純子】
１）研究成果
　領域別研究「韓国の社会と文化」チームとして、
2021年 4 月から2024年 3 月にわたり研究費の助成を
受けた。研究期間中は申請時に課題として挙げた、
1970−80年代の日韓非正式接触者に関する研究を行
った。
　「非正式接触者」とは、政府間交渉の際に公式の
担当者とは別に時の政治指導者らの命を受けて相手
国と秘密裡に交渉を行い、解決が困難な問題への道
筋をつける役割を担う者を指す。過去の日韓関係で
はこの非正式接触者が大きな役割を果たしたケース
が多々存在するが、二重外交、裏取引などマイナス
の評価が付きまとうこともあり、関わった本人が証
言しない限り表に出ることはなかった。また、証言
だけでは信憑性にかけることから、いわゆる「30
年原則」で外交文書が公開されるまで、研究テーマ
として挙げられることが少なかった。2000年代に入
って、韓国では公開された外交文書を通じて非正式
接触者の関わりを分析した研究成果が発表されるよ
うになったが、日本では研究数は多いとはいえない
状況である。当然のことながら、日韓関係である以
上、日韓両国の文書を検討しなければ正確な分析が
できたとはいえない。このような研究状況もさるこ
とながら、自身が元々外交交渉過程に興味を抱いて
いたこともあり、非正式接触者の研究を進めること
にした。
　以前には、日本の非正式接触者が個人から組織化

されていった過程を分析し、それを論文にまとめて
発表したため、今回は、当初、個人および組織化さ
れた非正式接触者の事例研究を行う予定だった。し
かし、前述したように日本では研究数が少ないうえ、
それ以前に非正式接触者と彼らが関わる交渉に関す
る先行研究もほぼ整理されていない状況にあったこ
とから、まず先行研究の整理から取り掛かることに
した。その成果は研究論文にまとめた。
　この成果を土台に、1970-80年代に非正式接触者
が関わった日韓間の交渉の事例研究に着手した。当
初の計画では、韓国と東京に出向き資料を収集する
予定だったが、コロナ禍での移動の自粛、自身の長
期間の体調不良により現地に赴くことができなかっ
た。そのため、これまで収集してきた資料の再検討
と、書籍やネットを通じて収集することができる資
料を収集し、分析を行った。また、オンライン上で
類似のテーマや日韓関係について研究する研究者た
ちと数回、研究報告会を行い、多くの知見を得た。
その結果は、上述の論文の他、現在、事例研究とし
て、1983-4 年に行われた日韓首脳会談に関わった
非正式接触者の役割について、論文を執筆している
ところである。
　また、2021年 1 月に「韓国の社会と文化」チーム
に所属するメンバー 4 人で韓国語初修学習者向けの
副読本を執筆、刊行したが、その副読本の使用例を
報告書の形式でまとめた。

２）研究業績
＜研究論文＞
安藤純子、「非正規接触者」研究―事例研究の前
段階として―、福岡大学研究部論集 人文科学編 
Vol.21 No.2：pp.1-11、2021.12.
＜報告書＞
松﨑真日、丁仁京、安藤純子、趙賢眞：韓国語学習
の「おやつ」−10分で知る韓国の社会と文化−制作
報告―制作背景・構成・使用法を中心に―（実例
紹介部分）、福岡大学研究部論集 人文科学編 Vol.21 
No.2：p.35、2021.12.

【柳忠煕】
１）研究成果
　柳忠熙は、コロナ禍によって現地調査などができ
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ない状況が続き、当初の計画テーマである「植民地
解放後の朝鮮半島における知識人の思想研究」を、

「大学における韓国文学および文化教育と教材開発
に関する研究」へと変更して研究を行った。柳が担
当した韓国・朝鮮文学関連の授業（「アジアの文学」

「韓国言語文学概説 A［文学］」）の内容を整理し、
朝鮮半島の古代から現代にかけての歴史・文化・社
会・言語などを踏まえて文学の形態を考察した。こ
の研究成果をもとに韓国・朝鮮文学関連の概説書を
執筆しており、目次は以下の通りである。

タイトル (仮）：韓国・朝鮮文学を読むための手引き
第 1 章　韓国・朝鮮の文学とは
　 1 部：古代から朝鮮時代にかけての文学の世界
第 2 章　韓国・朝鮮の古典文学⑴：建国神話
第 3 章　韓国・朝鮮の古典文学⑵：郷歌
第 4 章　韓国・朝鮮の古典文学⑶：
 漢文・国文の古小説
第 5 章　韓国・朝鮮の古典文学⑷：
 時調・歌辞（歌詞）
第 6 章　韓国・朝鮮の古典文学⑸：パンソリ
　 2 部：開化期・植民地期の文学の世界
第 7 章　開化期・植民地期の文学⑴：近代小説
第 8 章　開化期・植民地期の文学⑵：
 新体詩・近代詩
第 9 章　開化期・植民地期の文学⑶：
 植民地期の小説
　 3 部：解放後の韓国文学の世界
第10章　韓国・朝鮮の現代文学⑴：
 日本語創作作品・朝鮮戦争の文学
第11章　韓国・朝鮮の現代文学⑵：
 独裁政権と高度成長期の文学
第12章　韓国・朝鮮の現代文学⑶：今日の韓国文学

２）研究業績
＜講演・口頭発表＞
柳忠熙：「私が考える「82年生まれ、キム・ジヨン」：
生きづらさを生む社会・韓国と日本」、福岡映画サ
ークル協議会 2021年第 3 回例会（2021アミカス市
民グループ活動支援事業）、2021年10月 9 日
＜その他＞
柳忠熙：異性・同性間への想像力と実践の誘い：『82

年生まれ、キム・ジヨン』から考える日韓のジェン
ダーギャップ、NOVIS 2022：pp.149-154、2022.
柳忠熙：未完の研究課題に向き合う、比較文學研究
108：pp.31-34、2023.1.

【尹秀美】
１）研究成果
　本助成を受けていた 2021年 4 月から2023年 3 月
の間、日本語と韓国語について、対照社会言語学の
観点から研究を行なっていた。そして、研究から得
られた成果について、2 回の国際学会で発表し、3
編の研究論文としてまとめている。また、研究の成
果を生かし、日本の大学における韓国語教育のため
の教材を作成した。それぞれ具体的な研究成果は以
下の通りである。
　研究論文①では、日本の大学において使用される
韓国語会話テキストと、韓国語の会話コーパスに見
られる程度副詞の使用様相を比較分析した。研究の
結果、韓国語母語話者が実際に使っている程度副詞
とテキストで紹介される程度副詞には、使用頻度な
どさまざまな場面において異なることを明らかにし
た。
　研究論文②では、日本語オリジナル版の絵本が、
韓国語ではどのように翻訳されているのかを、スピ
ーチレベルに焦点を当てて分析した。また、絵本の
中のナレーションや登場人物間の会話におけるスピ
ーチレベルのシフトについても確認した。その結
果、日本語オリジナル版と韓国語訳版において、ス
ピーチレベルが異なるところが多くあることが分か
った。つまり、日本語と韓国語で適切であると考え
られるスピーチレベルが異なること、それが絵本の
翻訳にも反映されていることを確認した。また、絵
本といった文字数の限られたものにおいても、日本
語及び韓国語でスピーチレベルのシフトが起きるこ
とが確認できた。
　研究論文③では日本語、中国語、韓国語の自然談
話を分析し、不同意表明のストラテジーについて、
言語及び非言語的特徴を調べた。各言語において、
会話者同士 2 人（親しい同性の友人）が合意に達す
るまでの会話の展開に、話者同士間の相互行為によ
る不同意表明の仕方にどのような特徴があるのか、
不同意表明の言語行動に伴う非言語行動は、その振
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る舞いと機能にどのような特徴が観察されるのかを
明らかにした。

２）研究業績
＜著書＞
金庚芬、尹秀美：Begin To Study KOREAN 1、博
英社（群馬）、2023年
＜研究論文＞
①윤수미 , 고지마 다이키：한국어 강조 정도 부사

의 사용 양상 - 대학생 구어코퍼스를 바탕으로 . 

유럽 한국어 교육의 현황과 쟁점 : 유럽 한국어 교

육자 워크숍 논문집 2023, 유럽 한국어 교육자 

협회：pp. 212-227, 2023.
②尹秀美：日韓絵本におけるスピーチスタイル−日

本語オリジナル版と韓国語翻訳版の比較を通して
−、論文集 第18巻（西嶋先生ご退職記念号）、金
沢大学社会言語学演習 : pp. 173-193、2023.

③ Jungah-Choi ,  Yoshinori Nishi j ima, Sumi 
Yoon, Dongling Zhao : Cultural Differences 
in Disagreement: A Contrastive Analysis 
of Japanese, Chinese, and Korean. Cultural 
Diversity in Cross-Cultural Settings. A Global 
Approach : pp. 89-115, 2021.
＜口頭発表＞
윤수미 , 고지마 다이키：한국어 강조 정도 부사의 

사용 양상 , 9th Biennual Workshop of the European 
Association for Korean Language Education, 2022
年 8 月
Daiki Kojima & Sumi Yoon：A Study on the 
Use Pattern and the Pragmatic Function of ‘-key 
toyta’ in Korean Emails. The 22nd Meeting of the 
International Circle of Korean Linguistics. 2021.8.

【緒方義広】
１）研究成果
　本研究では、韓国社会の現状について調査研究を
進め、次のように大きく二つの成果を得ることがで
きた。
　一つ目は、2022年 5 月に就任した尹錫悦大統領の
もと、韓国社会がどのような変化に直面することと
なったのかについて、その前の文在寅政権下の韓国
社会と比較を行った。具体的には、左右イデオロギ

ーの対立、経済格差の対立、ジェンダーをめぐる対
立などである。また日韓関係をめぐっては、国家の
利益が人権に優先するかのような価値認識が示され
ることにより、韓国社会における政治的な立場の差
異が溝を深めたようにも感じられる。
　また、2024年 4 月に行われた国会議員選挙は、尹
錫悦政府に対する中間審判の意味合いを帯びたが、
そこで示された韓国社会の民意は、現政権に対して
厳しいものであった。しかし同時に、政府への批判
が野党第一党である「共に民主党」に対する期待感
に直結するものではない点もまた興味深い。韓国社
会がさまざまな面において分断を強いられているの
は事実であるが、その分断に対し危機感を持つ層も
一定程度存在する。本研究では、そうした国会議員
選挙の直前までの韓国社会について観察した。
　これらの調査結果については、単著『韓国という
鏡』や「韓国社会の日本認識について：本当に “ 韓
国は反日 ” なのか ?」、「韓国生活19年の経験と日韓
関係への視点」、「“ 反日 ” と “ 親日 ” の誤謬：韓国
社会の日本認識をめぐる一考察」など、学会・講演
等で成果の一部を発表し、関連の研究者などと意見
交換を図ってきた。
　二つ目の成果としては、韓国社会における日本へ
の眼差しや、両国社会の比較を通じ韓国社会や韓国
文化を相対化することで見えてくる課題の発見を挙
げることができる。特に歴史認識の問題については、
日韓両政府だけでなく両国世論が見せる関心などに
ついて考察を深めることで、来年60周年を迎える日
韓国交正常化を前に新しい日韓関係の模索が必要で
あることが確認できた。同時に、韓国社会における
さまざまな分断が溝を深めることで、日韓関係にそ
の影響が及ぶようになっている点について留意が必
要である。
　これらの研究成果については、「日韓の相互認識
と新しい日韓関係への可能性」、「強制動員労働者問
題、急がなければならないが拙速な結論は控えなけ
ればならない」、「尹・岸田会談が残した課題」、「慰
安婦・強制労働、韓・日が対立しなければならない
問題か」など、学会発表や新聞への寄稿などを通じ
その一部を反映させたアウトプットを行なってき
た。
　以上、大きく二つの点を今回の研究における成果
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として挙げることができるが、時間的な制約等もあ
り、学術的な分析を十分に進めることができなかっ
た点は反省点となる。今後、この研究成果を学術的
な考察に耐え得るような形でアウトプットしていけ
るよう、より精緻な分析を進めていければと考えて
いる。

２）研究業績
＜書籍＞
緒方義広：韓国という鏡−新しい日韓関係の座標軸
を求めて、高文研（東京）、2023年
緒方義広ほか：한국인의 일본 , 일본인에 대한 인식

（한일문화교류기금編）、景仁文化社（坡州）、2022
年
＜講演・発表＞
緒方義広「韓国社会の日本認識について : 本当に
“ 韓国は反日 ” なのか ?」、多文化共生国際学術大会

（東京学芸大学・オンライン）、2023年12月 1 日
緒方義広「65年体制の日韓関係と移行期正義」、現
代日本学会・韓日新時代フォーラム 共同シンポジ
ウム（釜山・東西大学校）、2023年10月30日
緒方義広「가치 충돌의 관점에서 보는 한일관계의 

가능성」、韓国国際政治学会夏季学術大会（梨花女
子大学校）、2023年 6 月22日
緒方義広「新たな日韓関係の展望」、駐名古屋大韓
民国総領事館「韓日未来発展セミナー」（名古屋）
2023年 6 月13日
緒方義広「日韓の相互認識と新しい日韓関係への可
能性」、日韓パートナーシップ宣言 25 周年記念シン
ポジウム（早稲田大学）、2023年 6 月 3 日
緒方義広「韓国生活19年の経験と日韓関係への視
点」、福岡日韓フォーラム（西南学院大学）、2023年
5 月20日
緒方義広「“ 反日 ” と “ 親日 ” の誤謬：韓国社会の
日本認識をめぐる一考察」、九州韓国研究者フォー
ラム 第 9 回研究会（博多）、2022年12月17日
＜寄稿＞
緒方義広「K- 컬처 지렛대로 한일관계 새 시대 열

자」、亞洲経済 22 面、2022.11.16.
緒方義広「월드컵 순수하게 즐길 순 없을까… 맹목

적 ‘국뽕’ 밀어두고」、亞洲経済 22 面、2022.12.15. 
緒方義広「강제동원 노동자 문제 , 서둘러야 하지만 

졸속 결론 피해야」、亞洲経済 22 面、2023.01.17.
緒方義広「한국이라는 거울 , 일본이라는 거울」、亞
洲経済 22 面、2023.02.20.
緒方義広「尹・기시다 회담이 남긴 과제… 역사는 

망각되면 안된다」、亞洲経済 22 面、2023.03.23.
緒方義広「자율적 배움 실종된 지성의 전당 , 팬데

믹 이후 대학교육 어디로 가나」、亞洲経済 22 面、
2023.05.01.
緒方義広「난민과 이민자에게 인색하지 않은 사회」、
亞洲経済 22 面、2023.06.30.
緒方義広「위안부・강제노동 , 韓・日이 대립해야

만 하는 문제인가」、亞洲経済 22 面、2023.12.20.
緒方義広「추모비 해체가 기억까지 지울 수는 없

다」、亞洲経済 22 面、2024.02.28.

【丁仁京】
１）研究成果
　大学院時代から研究を行ってきた成果を、『現代
韓国語の形式名詞「것 geos」に関する研究』とい
うタイトルで書籍化した。本書は、韓国語の形式名
詞「것」についてスコープ機能の観点を導入し、連
体形語尾との関連からその意味・機能を明らかにし、
さらに日本語の形式名詞と比較対照を行い、言語学
における韓国語の形式名詞「것」の位置づけを包括
的に論じたものである。形式名詞「것」が前後の形
式と結びついて新たな複合的要素を生み出す点、そ
して節を名詞化する機能を通じて新たな機能を獲得
していく点で日本語の形式名詞、中でも「の」との
共通点を見せるものの、日本語にはない韓国語の連
体形語尾の形式の対立によって「것」の変遷が日本
語と異なる様相を見せていることを指摘した。文法
化がしにくいとされる韓国語の中にあって、「것」
の諸形式は文法化のそれぞれの段階が見て取れる貴
重な事例であり、その文法化は進行中であるという
ことが示唆された。
　また、3 本の論文を発表した。まず、新奇な敬語
表現として、新しい機能を獲得している韓国語の ‘-
실게요 (silgeyo)’ に着目し、統語論的・語用論的観
点からそのメカニズムや使用背景を考察した。その
結果、‘- 실게요 ’（「2 人称意思尊敬形」）は、接客・
サービス業界を超えて一般の言語使用にも広まり、
新しい「行為指示表現」として定着していることが
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明らかになった。また、‘- 실게요 ’ は所有敬語の拡
張形であり、述語動詞に主体尊敬接辞 ‘- 시 (si)-’ を
付加することで「恭敬モード」の標識として機能し
ていると指摘した。
　次に、日本語と韓国語における問いかけの仕方と
機能の相違を比較調査した。シナリオ資料に基づき、
会話の問いかけ発話を分類し、統計検定を行った。
日本語では反復による問い返しと客観的な情報要求
が多く、韓国語では主張を伴う問いかけが多いこと
が分かった。これにより、日本語は協調的な「共話」
のスタイル、韓国語は自分を理解させる「対話」の
スタイルが特徴であることが示唆された。
　最後に、長崎県の観光施設における韓国語対応に
ついて調査し、案内板や展示物の解説文の現状を分
析した。課題を検討し、改善策を提案した。
　その他、大学授業に特化した韓国語、韓国文化・
社会に関するテキストを 3 冊著した。

２）研究業績
＜著書＞
丁仁京：現代韓国語の形式名詞「것 geos」に関す
る研究、博英社（群馬）、2021年
丁仁京、他：総合韓国語中級発展テキスト 韓国を
語る、博英社（群馬）、2022年
丁仁京、他：ソウルに会える韓国語会話 アンニョン、
ソウル！、博英社（群馬）、2023年
丁仁京、他：チンチャ ! チョアヘヨ !! 韓国語 1、朝
日出版社（東京）、2023年
＜研究論文＞
丁仁京、他：問いかけのコミュニケーション機能に
関する日韓対照研究、日本文化學報 第 88 輯：pp. 
273-296、2021年
丁仁京：韓国語の行為指示表現 ‘- 실게요 (silgeyo)’
に関する研究、福岡大学研究部論集 A：人文科学
編 21 巻 2 号：pp. 21-28、2021年
丁仁京：長崎県長崎市の観光施設における多言語対
応の現状−韓国語対応の課題を中心に−、人文論叢
54 巻 4 号：pp. 1045-1071、2023年
＜報告書＞
松﨑真日、丁仁京、安藤純子、趙賢眞：韓国語学習
の「おやつ」−10 分で知る韓国の社会と文化−制
作報告―制作背景・構成・使用法を中心に―（実例

紹介部分）、福岡大学研究部論集 人文科学編 Vol.21 
No.2：p.33-35、2021.12.
＜研究発表＞
丁仁京、他：2020年度韓国語教育実情調査結果報告

（速報）、朝鮮語教育学会第87回例会、オンライン開
催、2021年 6 月
丁仁京、他：韓国語における新奇なモノ敬語の容認
性に与える要因の考察、日本言語学会第162回大会、
オンライン開催、2021年 6 月
丁仁京：長崎県の観光施設における韓国語対応の現
状と課題、朝鮮語教育学会第89回例会、オンライン
開催、2022年 3 月

【趙賢眞】
１）研究成果
研究テーマ： 『翻訳小學』卷 4 と『小學諺解』卷 3

における文法的差異の研究
　『飜譯小學』は1518年に、『小學諺解』は1588年に
刊行された、代表的な中期韓国語文献の一つである
が、これは漢籍である『小學』を当時の韓国語に翻
訳したものである。『小學』は、1187年に朱熹が劉
子澄に編纂させた儒教的な初等教科書で、朱子学の
基本となる書である。その内容は、古聖人の善行や
箴言および人倫の実践的教訓などを集めた日常の礼
儀作法や格言・善行を行うための啓蒙的なものであ
る。
　同一の原文を 1 世紀もたたないうちに 2 回も韓国
語に翻訳したわけであるが、この二つの翻訳文を比
べてみると、同一な漢語をもとに翻訳したにもかか
わらず、相当数異なった点が見出される。そこで、
本研究では現存する『飜譯小學』と『小學諺解』の
うち、『飜譯小學』巻 4 と『小學諺解』巻 3 を研究
対象として、同じ原文をもとに翻訳された二つの文
献における諺解文を比較対照し、原文の漢字や漢字
句がどうような形で翻訳されているかを、文法的差
異に軸足を置き、翻訳様相を考察した。二つの文献
における文法の違いを見極めるために、同じ原文の
漢語に対応する二つの文献の諺解文を一つずつ綿密
に照らし合わせ、文法的な違いが表れている部分を
品詞別に分けてそれぞれ抽出した。
　その結果、『翻訳小學』巻 4 と『小學諺解』巻 3
においては、それぞれ主題格と主格、処格と属格、
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対格と主格、主格とゼロ主格、ゼロ主格と対格、共
同格と主格、複合助詞とゼロ主格等として翻訳され
ている傾向にある。つまり、二つの文献においては
格交替が頻繫に起きていることが分かる。また、『翻
訳小學』巻 4 と『小學諺解』巻 3 においては、冠形
詞形語尾と名詞形語尾、名詞形語尾と副詞形語尾、
形が異なる名詞形語尾等として翻訳されており、文
中に出ている連結語尾や文末の終結語尾が大きく異
なっている。さらに、『翻訳小學』巻 4 においては、
短い否定文と長い否定文の両方とも翻訳されてお
り、『小學諺解』巻 3 においても短い否定文と長い
否定文の両方とも翻訳されているものの、形が異な
る否定文が多く用いられている。
　このような研究プロセスを通じて、同じ原文に基
づき訳されているにもかかわらず、諺解者の意図、
翻訳方法および文の翻訳順序により、文法的な違い
が大きく異なっていることが分かる。また、同一原
文の漢語が二つの諺解文において、異なった形態も
しくは意味として翻訳されているという事実と全体
的な翻訳様相の傾向および特徴を実証的に確認する
ことができる。

２）研究業績
＜研究論文＞
趙賢眞：『翻訳小學』卷 4 と『小學諺解』卷 3 にお
ける文法的差異の研究、国際地域研究論集第13号：
pp.79-92、2022.3.
＜報告書＞
松﨑真日、丁仁京、安藤純子、趙賢眞：韓国語学習
の「おやつ」−10分で知る韓国の社会と文化−制作
報告―制作背景・構成・使用法を中心に―（実例
紹介部分）：福岡大学研究部論集 人文科学編 Vol.21 
No.2：pp.35-36、2021.12.
＜その他：招待講演＞
趙賢眞：韓国社会と文化の理解 ―韓国の兵役制度
について― 総頁数40頁（資料集）、主催：新潟県立
大学国際地域学部国際地域学科露中韓コース（新潟
県立大学）、2023年 7 月

【姜姫銀】
１）研究成果
　令和 3 年からの 3 年間は、グローバル化が教育に

及ぼす影響に関心を持ち、韓国における中等教育段
階の国際理解教育と多文化教育、高等教育のグロー
バル化の現状を検討してきた。特にグローバル人材
育成の諸問題を追究し、大学入試政策にあらわれる
その特徴の分析を試みた。要するに、韓国の歴代政
権の大学入試政策を含む高等教育のグローバル化政
策を概観して、いかなる政策展開でも依然として残
存する「格差」と「公正性」の問題に焦点を当て、
時期でいえば1990年代から現在にいたるまでを取り
上げてきた。その結果、高等教育のグローバル化を
目指して推し進められた政府の関連政策によって首
都圏（中央）と非首都圏（地方／地域）大学間の教
育格差がより拡大し、その影響は高等教育にとどま
らず、韓国の社会構造をも揺るがす社会問題へと発
展していることが確認できた。また近年の大学入試
改革は階層格差や地域格差の問題を表面化して利害
関係者間の葛藤をより顕著化したことを指摘するこ
とができた。下記の研究論文と学会報告では、これ
ら研究の成果をもとに政策の変遷やその背景、現状、
影響要因、関係性（構図）、是正策などを取りまと
めた。
　具体的に言えば、主要な研究実績として①では、
日本と韓国の大学入試における近年の改革の動向に
ついて評価の「多様化」をめぐる諸議論を中心に比
較・分析した。その結果、日韓の違いとして、日本
では「学力」の定義と多面的・総合的な評価方法に
関する議論が主流をなしてきた一方、韓国では評価
の多様化がもたらした弊害として「公正性」や「格
差」の是正をはかる議論に集中してきたことが明ら
かになり、両国の着眼点の相違を確認することがで
きた。
　また②では、近年の韓国の社会構造と葛藤の様相
が如実にあらわれる大学入試改革の議論を取り上
げ、特に政策決定過程に導入された「公論化（＝討
論型世論調査、Deliberative Polling）」の問題を追
究した。分析の枠組みとして Fishkin の「討論型世
論調査モデル」を援用し、公論化の欠点（「人口学
的代表性の問題」、「シナリオ・ワークショップの不
適切な適用」など）を見つけることができた。また
社会と調和をなす政策を打ち出すためには、公論化
の結果をいかにして政策に適用するかをも問うべき
であることを指摘した。
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２）研究業績
＜研究論文＞
① 姜姫銀：日本と韓国における大学入試改革に関す

る一考察−大学入試の多様化をめぐる議論の日韓
比較−、韓国日本教育学研究 第 26 巻 3 号：pp.1-
18、2021.

② 姜姫銀：韓国の大学入試政策決定過程における「公
論化」の問題に関する一考察、アジア教育 第 15
巻：pp.30-42、2021.

③ 姜姫銀：韓国の教員養成大学における世界市民教
育―中等教育教員養成課程の市民力量向上のため
の取り組みを中心に―、福岡大学研究部論集 人
文科学編 Vol.21 No2：pp.13-20、2021.

④ 姜姫銀：韓国における大学教育機会の地域間格差
とその是正―入学者選抜の構造と地域人材の育成
に焦点を当てて―、国際地域研究論集 第 15 巻：
pp.19-33、2024.
＜学会報告＞
姜姫銀、韓国の大学入試政策決定過程における「公
論化」の問題に関する一考察、アジア教育学会第
31回研究例会（長野県立大学、オンライン開催）、
2021年 4 月
姜姫銀、韓国の教科融合型教育―高等学校の世界市
民教育を中心に―（ラウンドテーブル）、日本比較
教育学会第 57 回大会（筑波大学、オンライン開催）、
2021年 6 月
姜姫銀、韓国の大学入学者選抜における「公正性」
の確保と格差の是正、日本比較教育学会第 58 回大
会（北海道・東北地区、オンライン開催）、2022年
6 月
姜姫銀、大学入学者選抜における格差の問題とその
是正―韓国の「地域人材」選抜を中心に―（ラウン
ドテーブル）、日本比較教育学会第 58 回大会（北海
道・東北地区、オンライン開催）、2022年 6 月
姜姫銀、韓国の大学入試改革―「多様化」と「公正性」
―（ラウンドテーブル）、中国四国教育学会第 74 回
大会（香川大学）、2022年12月

【羅義圭】
１）研究成果
　近年、韓国でもフェミニズム運動が活発化し、若
い世代の女性を中心にジェンダー・センシティブな

感覚が広く共有されるようになった。2016年 5 月の
「江南駅通り魔事件」 や同時期に梨花女子大学で起
こった大学当局と対立する女子学生たちの籠城闘争 
がきっかけとなっており、同年10月に出版され、の
ちに映画化された小説『82年生まれ、キム・ジヨン』
も韓国社会を大きく揺さぶった。
　一方で日本においては2020年、感染症対策による
在宅での余暇へのニーズが高まり、動画配信サービ
スを介し、第 4 次といわれる韓流ブームが始まった。

『愛の不時着』や『梨泰院クラス』は南北問題や格
差の拡大という韓国の社会問題への理解を深めると
ともに、韓国において人権への関心が高まっている
ことを示す材料となったのではないだろうか。特に、
韓国ドラマは女性視聴者が多いだけに、こうした「人
権への関心」が「ジェンダー」問題から始まったの
ではないか。というのも、ドラマで取り上げられる
ことが社会の変化の妥当性を反映するものだと筆者
には思われるからである。
　以上を踏まえて、本研究では、主人公やその仲間
が「女性」にあたる属性を持ち、あるいは既存の社
会秩序の中で弱者として位置づけられ、困難を抱え
ながらもいかに生きるかを模索する姿を描いて高評
価を得た韓国のドラマを事例として、2018年放映の

『別れが去った : マイ・プレシャス・ワン』と2022
年に放映された『ウ・ヨンウ弁護士は天才肌』を取
り上げた。この二つの作品は、家父長制に強く根づ
いてきたこれまでの韓国社会を批判し、多様性を反
映しながら政治的な正しさを、より積極的に取り入
れ、現実に勝る多様性を打ち出しているのが特徴で
ある。
　女性の不条理を暴いた先行研究では、主にドラ
マ作品の内容面に重点をおいて論じられている山
下（2013）のように、韓国の「ジェンダー意識」に
関して作品に表れたイメージに着目した研究はある
が、本研究では韓国の「恨（한 : ハン）」という視
座を通して「私たち（우리 : ウリ）」という視座を
通して「私たち（우리 : ウリ）」の物語を編み直す
可能性への糸口を見つけることで、常に「わたし」
が他者との関わりによって揺り動かされる受動的な
存在であることを浮き彫りにすることを目指す。
　その前段階として、本研究では過去の韓流ブーム
を通じて醸成された、日本国内の規格化された韓国
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社会の修正に、第 4 次韓流ブームで視聴された韓国
ドラマが如何に貢献したのか、そして韓国において
は人々のマルチカルチュラリズムの志向性が弱いた
め、現代韓流ドラマが意識変革のきっかけとなった
ことを主張した。

２）研究業績
＜研究ノート＞
羅義圭：韓国ドラマから見るジェンダー意識の向上、
国際センター紀要 第 2 号：pp.2-6、2024.3.
＜学会発表＞
羅義圭：韓国ドラマにおけるダイバーシティと社会
的包摂、日本メディア学会春季大会（奈良県立大学）、
2023 年 6 月
羅義圭：韓国ドラマから見るジェンダー意識への向
上、第74回朝鮮学会（天理大学）、2023年10月
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研究成果
　一　平成18年民法改正がなされる以前、民法上の
法人格取得には、公益性の認定が必要だと考えられ
たことで、この認定が容易でなかった故に、公益法
人のみならず、必要とさせている民法上の法人設立
自体、困難であるといった事態が生じた。このよう
な弊害の改善のために、中間法人法（平成18年民法
改正によって廃止）や NPO 法（現在も存続）が制
定された。このような特別法の制定と共に、民法自
体の改正が提案され、それが上述の平成18年改正で
ある。
　平成18年改正は、民法典自体の改正と共に、「一
般社団・一般財団法」および「公益社団法人・公益
財団法人認定法」が制定された。このような立法に
より、「法人格の付与」と「公益性の認定」を二段
階に分けた立法が実現された。公益性の認定が別建
てになったことで、非営利団体に対しての法人格の
付与が容易となり、「非営利法人」の設立が促進さ
れた。平成18年民法改正において、「公益性」の判
断は、公益社団法人・公益財団法人認定法の下で、
国や地方公共団体による個別の認定に委ねられた。
さまざまな要素から、個別に「公益法人」の認定が
なされる。平成18年改正法において、公益性の一般
的定義は見送られた。但し、公益性の認定受ける法
人は、「非営利法人」でなければならない。つまり、
法人の「公益性」とは、「非営利性」と表裏一体の
ものとされている。たとえば、営利法人（会社）の
場合、会社の目的は、社団の構成員である出資者に
対して会社が得た利益を分配することにあるから、
団体の構成員という私的な利益のために活動するゆ
えに、「公益性」と矛盾すると解されている。団体
の構成員の利益のためではなく、構成員以外の利益
のために活動することから、「最も広い意味での公

益性」の要件を充当すると理解された。自分の利益
よりも、自分およびその他の「団体構成員以外のた
めに活動」することは、「他人のために活動してい
る」のだから、私的利益（団体およびその構成員利
益）を目的としていない。ゆえに「最も広い意味で
の公益性」を有すると考えられた。このように、平
成18年改正法では、公益性は、「私的利益（団体お
よびその構成員利益）を目的としていない」という
消極的意味で、理解されることになった。そのこと
の反面、「営利性」を持った団体は、「公益性を持た
ない団体」と意義付けられた。
　以上のように、現行法の下で、営利法人としての
会社は、「公益性」を持たない団体である。もっとも、
営利法人としての会社は、商品・サービスの生産・
供給を担う社会的な組織として、われわれの生活の
役に立っている。営利法人としての会社は、同時に、
社会にとって有益な存在である。会社は、法律上、
公益性を持たないが、社会的有益性を持っているこ
とは否定できない。このような社会的有益性は、人
間社会に対して「商品・サービス」を提供するとい
うレベルから、より積極的に、社会的な利益の実現

（例えば、途上国の飢餓の救済と先進国での肥満の
抑制）に資する事業を展開するレベルまで、広い意
味での有益性を持っている。後者の有益性を企図す
る会社は、「ソーシャル・ビジネス」とも言われる。
社員食堂・学生食堂でのヘルシーメニューの売上の
一部が、貧困地域での食料支援に使われるビジネス
は、Table for Two 事業としてよく知られている。
　二　わが国の政府は、東京・大阪の金融市場をア
ジア地域における金融の拠点にしようと努力してい
る。平成18年金融商品取引法の制定は上記目標を達
成しようとする意図のあらわれである。米州地域の
金融の拠点がシカゴ・ニューヨークであり、ヨーロ

「社会的利益に資する会社」のための
証券市場に関する法制度の解明

研究チーム名：新しい証券市場創設に関する研究（課題番号：214002）
研究期間：令和 3 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月31日
研究代表者：前越俊之　　研究員：砂田太士、畠田公明、所浩代、牧真理子、安井英俊、芳賀真一、
　　　　　　　　　　　　　　　　平澤卓人（令和４年４月１日から）

― 43 ―

研究チーム報告
【社会科学研究部】



ッパ地域での金融の拠点は、ロンドンのシティであ
る。わが国が、アジア地域での金融の拠点となるこ
とは、ソフト・パワーの選択肢の一つを持つことで、
わが国の国益に資することであろう。その一方で、
札幌、名古屋および福岡の各地域証券取引所は、そ
の存在意義が問われている。手信号を用いた立ち合
い場での取引ではなく、コンピュータ上で価格付け
と売買が行われることで、このような電子市場にお
いて「地域」性に意味はない。証券取引所の開設は、
簡単に認められないのであるから、東京・大阪の証
券市場とは異なった、電子市場の時代での新しい市
場の創設が求められている。すでに取引所の開設が
認められているのであるから、どのような市場を設
けるのかは、取引所が決めることである。
　このような「新しい証券市場」として、「社会的
な利益に資する会社」のための証券市場のあり方を
検討したのが本研究課題である。
　2010年代において、アメリカ合衆国では、社会的
営利会社（Benefit Corporation）設立のための立法
運動が展開された。連邦制を採る合衆国において、
会社法立法は、州の権限である。州会社法の改正に
よって、現在、37州で社会的営利会社に関する立法
が実現している。社会的営利会社とは、株主への利
益配当を目的とした株式会社であるが、このような
利益配当以外の「何らかの目的」（例えば、従業員
利益、地域利益、公益等々）を会社の目的と定める
会社である。営利性という会社の目的は、会社の配
当利益の金額を基準としてその達成を計量すること
ができる。しかし、配当以外の「何らかの目的」の
達成をいかにして計量するのか。合衆国において、
上記の社会的営利会社の立法運動を展開した団体
が、この何らかの目的の達成について、別団体を組
織して、認証制度を運用している。この認証機関が、
社会的営利会社の「何らかの目的」の達成を評価し
て、これを公表している。
　三　わが国においても、ほとんどの会社が、営利
性以外の何らかの目的、例えば、創業の理念や企業
の社会的責任等を企業の目標として掲げている。ま
た、法律で定められた有価証券報告書等、情報開示
書類の作成・提出とは別に、任意で、多くの上場企
業が、「統合報告書」の作成・公表を行っている。
有価証券報告書では十分に開示しきれない、会社の

事業活動（企業の社会的責任の達成等々）を投資者
のみならず、社会の全ての人々に伝えたいという経
営者の想いが、美しい写真や色刷りのグラフという
形をとって、これら統合報告書にまとめられている。
投資者も、短期利益の最大化を目指す投資者ばかり
ではなく、広く薄く分散投資を心がけることで、長
期保有を基本として、損失を被り難い投資を実践す
る投資者も多い。また、投資者の中には、特定企業
の商品やサービス、企業活動のファンとして、株主
になりたい者もいる。このような投資者が、有価証
券報告書等を参照するほか、統合報告書を見ること
で、その企業へ投資をする場合も多いであろう。企
業や業界に関する情報収集を熱心に行えば、統合報
告書は、投資判断資料の宝庫である。
　それでは、統合報告書の作成・公表という情報開
示活動によって、わが国企業の「社会に資する利益
の創出」に関する情報開示は、十分なのであろうか。
新しい証券市場を創設するには、その市場に適合し
た情報開示制度を考察する必要がある。わが国にお
ける現状の統合開示制度の問題点は、それぞれの企
業が、各会社の知ってもらいたいと考える情報を個
別に開示している点にある。評価する基準、評価す
る期間等が銘々個別的であっては、投資者において
企業間での評価ができない。
　アメリカ合衆国における社会的営利会社の認証制
度では、論者によってはこの認証制度の客観性に疑
問を呈する者も存在するのであるが、少なくとも、

「統一した基準」において評価がなされている。会
社は、営利性の他に、社会にとっての有益性を持っ
ているわけであるが、このような会社の有益性を評
価して、会社間での比較可能性を実現しなければな
らない。有価証券報告書においては、公認会計士・
監査法人の監査活動を通じて、公正妥当な会計慣行
に従って、各会社の財務諸表の間で、企業評価につ
いて比較可能なものとなっている。現行の統合報告
書に足りない問題点は、開示情報の比較困難性であ
る。
　社会的利益に資する会社のための新しい証券市場
を創設する場合、いわゆるソーシャル・ビジネスに
絞ったものにとどめるのか、それとも「社会に貢献
するすべての企業」と広く、大きな市場を考えるの
か、それはそれで大きな問題である。しかしながら、
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今回の研究活動を通じて、現在広く実施されている
統合開示制度の問題点を明らかにできた。合衆国に
おける外国法の検討はできたが、インパクト・ボン
ド等に関する英国での法制度については具体的な検
討ができなかった。
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研究成果
　世界の電力供給源は、ここ約10数年にわたってお
およそ原子力を維持しつつ、新旧問わず、低環境負
荷型や資源有効利用型に移行している。このような
状況において、本学の 3 年間で取り組むことが可能
な題材として、水素エネルギー利用と、エネルギー
変換・貯蔵に着目した。水素エネルギー利用につい
ては、水素透過金属膜の新型を創製することを模索
した。エネルギー変換・貯蔵については誘電体セラ
ミックスやポリマーを開発することを模索した。
　水素金属透過膜は、工業副生産物に含まれる水素
を回収するための超微細フィルターである。従来の
透過膜には体心立方か面心立方の結晶構造を持つ金
属が使われていたが、最密六方の結晶構造を持つ金
属は着目されなかった。本研究では、この金属に特
有な c 軸に沿う空隙が水素透過経路になることを予
想して、分子軌道計算と実験を行った。分子軌道計
算の結果から、c 軸に沿う経路と、c 軸に垂直な面
内のハニカム状の経路が、水素透過経路になり得る
ことを予想した。この予想を実証するために、最密
六方金属である亜鉛を用いて水素透過試験も行っ
た。予想は幾分実証され、金属透過膜材の種類につ
いて選択肢が広がった。
　誘電体セラミックスやポリマーは、電気エネルギ
ーを貯蔵したり、力学・熱・電気エネルギー変換を
する物質である。エネルギー変換・貯蔵に関する研
究では、低環境負荷の観点から鉛フリー誘電体セラ
ミックスやポリマーを用いた。
　エネルギー貯蔵の研究は、これら材料を用いたキ
ャパシターの電気容量を大容量化することに資す
る。キャパシターは元より急速充電・放電機能を有
するので、現行バッテリーと代替し得る。キャパシ
ター開発のために行ったことは、⑴反強誘電セラミ

ックスの高い飽和分極の利用、⑵誘電体セラミック
ス中への金属ナノ粒子フィラーの分散、⑶誘電体の
結晶構造のハイエントロピー化、⑷ブレンドポリマ
ーを用いた全有機化である。大容量化はおおよそ成
功した。今後は更なる大容量化に加えて、大規模化
による実用化を目指す。
　エネルギー変換の研究は、特殊環境（低温、高温、
高放射線濃度）において機能するアクチュエーター
やセンサーの開発から、将来の振動発電用素子開発
に関するものまでに及ぶ。これらの開発のために行
ったことは、⑴誘電体セラミックスの高結晶配向化
と多層構造化、⑵誘電体セラミックスとポリマーの
多層複合構造化である。開発はおおよそ成功した。
今後は更なる高機能化を目指す。
　その他、省エネのためのバナジウム、チタン、鉄
の機能性酸化物の研究を行った。省エネは電力供給
に付随して取り組む必要がある重要課題である。加
えて、合金の強加工や時効析出による高強度化や強
度制御に関する研究も行った。合金の強度も、電力
供給に関連する社会基盤課題である。
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研究成果
　有機化合物は分子構造、結合状態、電子状態等に
起因した機能を発現する。そして、目的とする機能
を持つ有機化合物は有機合成によって自在に生み出
すことが可能である。しかし、複雑な分子骨格や巨
大な分子構造を持つ有機化合物は、時として有機合
成の手法をもってしても創造することが困難な場合
がある。そこで着目されるのが「超分子」である。
超分子は複数の分子が水素結合、分子間力、静電相
互作用、疎水性相互作用等の共有結合ではない、弱
い相互作用によって形成される分子集積体である。
これを利用することによって、有機合成では入手困
難な化合物や単一分子では実現できない機能の発現
を可能とする。分子を集積させる方法としてホスト
−ゲスト化学が広く利用されている。ホスト−ゲス
ト化学とは、ホスト分子とゲスト分子間に生じる相
互作用を利用して、ホスト分子にゲスト分子を捕捉
させ、ホスト分子とゲスト分子の 2 種類の分子によ
る集積体を形成させるものである。それによって、
ホスト分子が持つ機能とゲスト分子が持つ機能を併
せ持つ分子集積体が構築される。
　このホスト−ゲスト化学を基盤とした有機化合物
の分子設計を行うにあたり、どういったホスト分子
やゲスト分子を選択するかは重要である。当チーム
はホスト分子としてテトラアザシクロファンを利用
することで様々な機能性分子集積体を構築してき
た。そこで、このテトラアザシクロファンをホスト
分子としたときに利用可能な機能性ゲスト分子を新
たに開発することができたならば、さらに優れた機
能性分子集積体の実現が期待される。また、テトラ
アザシクロファンの基本骨格である 4,4’- ジアミノ
ジフェニルメタンを基盤とした新たな機能性化合物
を創造することができたならば、ホスト分子である

テトラアザシクロファンにも同様の機能を付与する
分子設計指針が得られる可能性がある。そこで、本
研究は①ゲスト分子として利用可能な新規蛍光分子
の開発と② 4,4’- ジアミノジフェニルメタンを基盤
としたセンシング分子の開発を行った。

①ゲスト分子として利用可能な新規蛍光分子の開発
　ホスト分子としてのテトラアザシクロファンは適
切な側鎖を導入することによって水溶性を獲得する
ことができる。また、テトラアザシクロファンは疎
水性のゲスト捕捉空孔を有している。これらの特徴
から、水系環境下と非水系環境下で異なる蛍光挙動
を示す環境応答性の蛍光分子をゲスト分子として利
用するとホスト−ゲスト化学による分子集積体の形
成と蛍光挙動変化を結びつけることができる。種々
の環境応答性蛍光分子が知られており、水溶性から
疎水性になることで蛍光が on となるものや、蛍光
色が変化するものがある。蛍光の on/off では蛍光
色は単一色となり、ホスト−ゲスト相互作用を示す
情報のみを与える。一方、蛍光色が変化する場合は、
2 色によって表現可能な蛍光色を示すため、集積体
状態を制御することができたならば、多彩な蛍光色
を示す材料への応用が可能となる。そのため、本研
究では周辺環境の極性によって蛍光色が変化する新
規蛍光分子、つまり蛍光ソルバトクロミック分子の
開発を目指した。
　蛍光ソルバトクロミック分子を実現させるために
は、分子内に適切な電子ドナー性部位と電子アクセ
プター性部位を持たせるとよい。そこで、ナフタル
イミドにベンゾチオフェンを縮環させた分子を設計
した。ナフタルイミドは電子アクセプター性のイミ
ド基を持ち、ベンゾチオフェンは電子ドナー性部位
として機能する。電子ドナー性部位としてはアミノ

ホスト－ゲスト化学のための新規機能性蛍光分子の開発

研究チーム名：分子集積体研究チーム（課題番号：215005）
研究期間：令和 3 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月31日
研究代表者：宮﨑隆聡　　研究員：林田　修
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基を利用することがあるが、極性溶媒中ではねじれ
型分子内電荷移動（TICT）によって蛍光が消光す
る可能性がある。しかし、ベンゾチオフェンを電子
ドナー性部位としてナフタルイミドに縮環させると
TICT は生じず、極性溶媒中においても蛍光を発す
ると期待できる。また、比較としてベンゾチオフェ
ンの代わりにベンゾフランを使用した分子も設計し
た。
　以上によって分子設計したベンゾチオフェン縮環
ナフタルイミドおよびベンゾフラン縮環ナフタルイ
ミドは、それぞれ市販試薬より 3 段階で合成するこ
とに成功した。そして12種類の溶媒を用いて吸収ス
ペクトルと蛍光スペクトルを測定した。ともに吸収
スペクトルでは、大きな溶媒依存性は示さなかった
が、蛍光スペクトルは溶媒極性が高くなるにしたが
って蛍光極大が長波長化した。ベンゾチオフェン縮
環ナフタルイミドの蛍光色は無極性溶媒であるシク
ロヘキサン中では青色に、極性溶媒であるメタノー
ル中では黄色となり、極性溶媒であるメタノール中
でも無蛍光性とはならず、極性の変化を蛍光色の変
化として視覚的にも観測可能であった。ベンゾフラ
ン縮環ナフタルイミドの蛍光色はシクロヘキサン中
の青色からメタノール中のシアンへと変化し、視覚
的に極性変化の観測可能ではあったが、ベンゾチオ
フェン縮環ナフタルイミドほど明確な変化はなかっ
た。ベンゾチオフェン縮環ナフタルイミドおよびベ
ンゾフラン縮環ナフタルイミドの蛍光極大を溶媒極
性パラメータ ET(30) とプロットすると良好な直線
関係が得られた。また、Lippert-Mataga プロット
においても良好な直線関係が得られたことから、ベ
ンゾチオフェン縮環ナフタルイミドとベンゾフラン
縮環ナフタルイミドは蛍光ソルバトクロミック特性
を示すことが明らかとなった。

② �4,4’- ジアミノジフェニルメタンを基盤としたセ
ンシング分子の開発

　4,4’- ジアミノジフェニルメタン（DPM）は二つ
のアニリンが sp3 炭素によって二量化された分子で
あり、テトラアザシクロファンの基本骨格である。
DPM の二つのアニリンはアミノ基を持ち、アミノ
基は電子ドナー性部位として機能するだけでなく、
イミド化させることで電子アクセプター性部位にも

することが可能な官能基である。また、アミノ基は
ブレンステッド塩基であるため、プロトン応答性を
示し、アルデヒドと反応させるとシッフ塩基にも変
換可能である。そこで、DPM の二つのアミノ基に
それぞれ異なる化学修飾を施すことによって、それ
ぞれ異なる機能を付与すること可能である。具体的
には一つのアミノ基は、電子ドナー性部位、プロト
ン応答部位、シッフ塩基変換部位として利用する。
アミノ基を適切なアルデヒドと反応させると金属配
位場を形成するため、金属イオンを捕捉することが
可能となる。もう片方はジアリールマレイミド化し
て、電子アクセプター性の蛍光部位とする。それに
よって、アミノ基が電子ドナー性部位として機能す
る状態では、ジアリールマレイミドの蛍光は光誘起
電子移動によって消光する。そしてアミノ基がプロ
トン化またはシッフ塩基による金属イオン捕捉によ
って電子ドナー性が低下すると光誘起電荷移動が抑
制され、ジアリールマレイミドの蛍光が観測される。
これによって、ジアリールマレイミド化 DPM はプ
ロトンおよび金属イオンのセンシング分子として機
能することが期待される。つまり、DPM はプロト
ンおよび金属イオンを捕捉するセンシング分子のプ
ラットホームとなる。
　目的化合物であるジアリールマレイミド化 DPM
は市販試薬より 4 段階で合成することに成功した。
ジアリールマレイミド化 DPM はトルエン、ジクロ
ロメタンおよびアセトニトリル中ではごくわずかな
蛍光を示したが、酸としてトリフルオロ酢酸（TFA）
を添加すると蛍光強度が増強した。1H NMR 測定
により、プロトンは DPM のアミノ基に捕捉されて
いることが示されたことから、ジアリールマレイミ
ド化 DPM は光誘起電子移動を利用したプロトンセ
ンシング分子として機能することが明らかとなっ
た。また、ジアリールマレイミド化 DPM を薄膜化
し、TFA 蒸気に曝すと蛍光が on となったことか
ら、ジアリールマレイミド化 DPM は化学センサー
としても応用可能である。次に、アルデヒドとして
2-ホルミルピリジンを用いて、ジアリールマレイミ
ド化 DPM のシッフ塩基化を試みた。その結果、時
間とともにシッフ塩基化は進行したが、十分な反応
速度を示さなかった。しかし、2-ホルミルピリジン
と酢酸亜鉛の両方をジアリールマレイミド化 DPM
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に加えたところ、シッフ塩基化と金属錯化が進行し、
蛍光の増強が観測された。つまり、金属錯化がシッ
フ塩基化を促進したといえる。これは、二つの異な
る刺激を与えることではじめて蛍光が on となるロ
ジックゲートとして応用可能であることを示してい
る。以上より、ジアリールマレイミド化 DPM はプ
ロトン応答性とシッフ塩基化による金属イオン応答
性を示し、DPM がセンシング分子のプラットホー
ムとなることを明らかとした。
　以上の①と②の研究成果をホスト分子であるテト
ラアザシクロファンと組み合わせることによって、
今後、ホスト−ゲスト化学を利用したより高機能な
分子の開発が可能となると期待できる。
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研究成果
　北部九州に広く流通した弥生石器の 3 大ブランド
の一つである層灰岩製片刃石斧と磨製石剣の石材で
ある層灰岩の形成プロセスを明らかにするため、層
灰岩が認められる下部白亜系関門層群脇野亜層群の
分布域において、野外調査を行い、産状記載、試料
採取ならびにそれらの化学分析を行った。これまで
に確認されている層灰岩の露頭はかなり限定的で、
上位・下位方向への堆積物の変化を捉えにくいため、
層灰岩が複数層露出し、上下方向の観察も容易な西
村砕石所（北九州市小倉南区蒲生）において、層灰
岩の産状記載と詳細な柱状図の作成を行った。さら
に、利器の大半が石器であった弥生時代当時、地山

（露頭）から打ち割って石材を取り出すのは困難で
あり、河床に散在する礫の採取が合理的であったと
推測される（梅﨑：1999）ことから、北部九州にお
ける原産地の候補とされている（梅﨑：1999 など）
紫川中流の河床，遠賀川支流黒川上流の尺岳登山口
付近の河床，八木山川中流の千石峡周辺の河床で礫
を採取するとともに、その供給源である近隣の露頭
でも岩石試料を採取した（柚原ほか：2020、2022）。
　西村砕石所における調査では、間に断層や貫入岩
等を挟みながらも、おおよそ 50 m を超える厚さの
連続柱状図を得ることが出来た。主要な岩相は、⑴
下位を侵食的に覆い、上位に向かって級化する礫混
じり砂岩～泥質砂岩（層厚 1 ～ 4 m 程度）、⑵粗粒
部と細粒部がリズミックに繰り返す細互層（層厚 1
～ 2 m 程度）、⑶石灰質コンクリーションを含む赤
紫色のシルト、⑷白色の凝灰質砂岩である。⑴は基
底近くに石灰岩礫、赤紫色のシルトを含む礫質砂岩
から、その上位では平行葉理あるいは低角度の斜交
葉理を含む砂岩を経て、⑵の細互層へと至る層序を
なすことが多い。細互層にはいくつかのタイプがあ

り、粗粒砂サイズの粒子とシルト～粘土サイズのユ
ニットが繰り返す場合、あるいはシルトから粘土へ
と級化するユニットが繰り返す場合がある。この細
互層には、スランプ様の変形や断裂など未固結時の
変形がしばしば認められる。この細互層の一部は、
前述の層灰岩に相当する。⑶には時折巣穴状生痕も
認められる。また、最上部近くでのみ観察される。
⑷は最下部付近に分布する。層序的な変化は顕著で
はないが、上位ほど細互層に粗粒分が含まれること
が多く、かつ、⑴に礫を含むことが多いことから全
体としては上方粗粒化の傾向がある。
　採石所の露頭条件は良いものの、表面の風化等も
著しく不明瞭であることが多いがほとんどの層は採
石場内で単層を追えるほど連続性が良く、側方変化
が少ないこと、明瞭な級化層を示すことなどから、
⑴と⑵のセットは湖に流入するデルタの先端部の重
力流堆積物とそれに関連した堆積物である可能性が
高い。特に層灰岩は、いわゆる「タービダイト泥岩」
に対応すると考えられる。タービダイト泥岩は、粗
粒なタービダイトの最上部に認められ、特に閉鎖性
の高い堆積盆ではポンディングし、塊状で均質な泥
～粘土を堆積させることが知られる。すなわち、本
採石所の露頭では、河川からハイパーピクナル流と
して流入してきたイベント堆積物の最上部において
その河川に起源を持つかあるいは洪水流に含まれて
いた細かい粒子が湖底深部で堆積した可能性が示唆
される。リズミックな細互層の形成はさらなる検討
が必要であるが、湖盆内でこのような流れが反復し
たり、再移動した際に形成された可能性がある。⑴
に石灰岩礫が多数含まれ、カルシウム含有量も高い
ことから、後背地に石灰岩の存在（おそらく、秋吉
帯ペルム紀付加体）が想定され、堆積物全体がカル
シウムに富んでいたと考えられる。さらなる検討に

弥生石器石材の層灰岩ならびに赤紫色泥岩の
地球科学的特徴とその堆積過程

研究チーム名：弥生石器石材層灰岩の成因解明（課題番号：215007）
研究期間：令和 3 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月31日
研究代表者：柚原雅樹　　研究員：石原与四郎、鮎沢　潤
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より、層灰岩がカルシウムに富む原因の解明につな
がると考えられる。少なくとも現段階では、層灰岩
と呼んでいる堆積岩を層灰岩と呼ぶ地球科学的根拠
は無く、別の名称で呼称する必要がある。しかしな
がら、考古学分野で広く用いられてきた名称で、認
知度も高いことから、層灰岩の成因が明らかになっ
た段階で、岩石名変更の提起とその周知を行う予定
である。
　層灰岩の化学分析によって、層灰岩が脇野層群
中の泥岩・砂岩・礫岩と比べて高いカルシウム含
有量を示すことが明らかとなっていた（柚原ほか：
2020）が、化学組成によって石器の流通経路の検討
のために不可欠な石材原産地の特定が可能かどうか
が新たな課題となっていた。脇野亜層群の層灰岩
と、もう一つの石器石材原産地の候補とされている
韓国・義鳳山（慶尚超層群新洞層群晋州層）の層灰
岩の全岩化学組成の比較から、両者の相違を検出し、
石材原産地判別図を提唱し（Mori et al., 2022）、
その後、判別図の改訂版を公表した（柚原ほか：
2022）。これにより、北部九州の各遺跡（佐賀県吉
野ヶ里遺跡、糸島市海徳寺遺跡など）から出土した
層灰岩製片刃石斧の石材原産地が韓国・義鳳山であ
り、北九州の脇野層群の層灰岩は石器製作時に使用
される敲打具にのみ使用されていることが明らかと
なった（柚原ほか：2022、森ほか：2023、2023）。
遺跡から出土した層灰岩製石器の分析は、現在も北
部九州の複数の遺跡について進めている。
　西村砕石所で採取した層灰岩の化学分析を進める
中で、それらの強熱減量が，河床の礫と比べ高い傾
向を示すことがわかってきた。露頭から採取した層
灰岩の強熱減量は、10 wt.% を超え、最大 27 wt.%
に達する。カルシウム含有量から推測すると、多く
は炭酸カルシウムから二酸化炭素が脱けたためであ
ると考えられる。層灰岩は固結後、北部九州白亜紀
花崗岩マグマなどの貫入により接触変成作用を被っ
ていると考えられているが、西村砕石所に分布する
層灰岩の多くは接触変成作用の程度が低く、石材と
して使われた層灰岩礫はその程度が高い可能性があ
る。この検証のため、現在、両者の簡易圧縮試験に
よる岩石強度測定を行っているところである。
　西村砕石所には、立岩系石庖丁の石材とされる赤
紫色泥岩も露出している。そこで、梅﨑氏ならびに

飯塚市歴史資料館の嶋田氏とともに立岩遺跡群で表
採した立岩系石庖丁関連資料、石材原産地とされる
八木山川の千石峡周辺の赤紫色泥岩との鏡下観察結
果、X 線回折結果と全岩化学組成の比較を行った。
その結果、立岩系石庖丁が石灰質コンクリーション
を含む赤紫色～灰色の泥岩ならびに極細粒砂岩から
なること、八木山川流域の赤紫色泥岩は，紫川流域
の赤紫色泥岩に比べ高い Ni および総希土類元素含
有量と低い As 含有量を示すことが明らかとなった

（柚原ほか：印刷中）。加えて、泥岩の赤紫色化は堆
積後に生じたと考えられることも指摘した。これら
の地球科学的データは、立岩系石庖丁の石材原産
地が、これまで考えられている（森：1942、牛島：
1980、福島：2010、能登原：2014）ように八木山川
の千石峡周辺であることを支持している。立岩系石
庖丁の地球科学データは，今回初めて得られたもの
であり、北部九州各地の弥生遺跡から出土した石庖
丁資料の分析値との比較による流通システムの検討
に多いに貢献すると期待される。
　上述のように、これまでの西村砕石所における野
外調査で、脇野亜層群中に安山岩岩脈ならびに岩
床が多数貫入・併入していることが明らかとなっ
た。梅﨑氏とともに北九州市小倉南区長行西の貴船
神社で表採した高槻型石斧の鏡下観察と全岩化学組
成の分析を行った結果、これらの石材は高 Mg 安山
岩質溶岩であることが明らかとなった（柚原ほか：
2023）。安山岩岩脈・岩床の中にも高 Mg 安山岩質
な化学組成を示す岩石も存在することから、脇野亜
層群の上位の下関亜層群に同様な岩質の溶岩が存在
することが予想される。高槻型石斧の岩相と化学組
成の分析については、他の遺跡で採取された石器と
下関亜層群分布域の河床礫の採取と分析を引き続き
進めている。
　このように、当初は層灰岩を対象にした研究であ
ったが、層灰岩の堆積過程に深く関係し、弥生石器
の石材に使われている他岩石の地球科学的解析にま
で展開した。これまで、石器石材の地球科学的解析
は黒曜石など限られた火山岩しか対象になっていな
かったが、それ以外の岩石にも応用が可能であるこ
とが本研究で明らかとなった。今後、これらの研究
を発展させるべく、科研費申請などを行う予定であ
る。

― 53 ―



研究業績
柚原雅樹、ほか：下部白亜系脇野亜層群と慶尚層超
群新洞層群の層灰岩の比較、地球科学、76(4)：221-
235、2022年
森　貴教、ほか：海徳寺遺跡出土片刃石斧生産関係
資料の岩石学・地球科学的分析と考古学的意義、糸
島市立伊都国歴史博物館紀要、18：39-45、2023年
森　貴教、ほか：吉野ヶ里遺跡出土層灰岩製石器の
石材原産地推定と考古学的意義、九州考古学、98：
23-39、2023年
柚原雅樹、ほか：下ノ方遺跡・貴船神社採取砥石
の地球科学的特徴、環日本海研究年報、29：15-26、
2024年
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研究成果
　タンパク質のように環境に応じて形や機能を変化
させる合成高分子を創製することは、高分子科学分
野における大きな目標の一つである。タンパク質の
フォールディングにおいて、疎水性相互作用や水分
子との水素結合など、溶媒である水の果たす役割の
重要性は広く知られており、高分子に接している水
の構造や運動なども研究の対象とする必要がある。
そこで、本研究は高分子と溶媒（水）との相互作用
の観点から，高分子の発現機構を分子レベルで解明
することを目的としている。本研究では、燃料電池
膜のミクロ構造、制限空間中の水の構造、イオン液
体の相挙動、およびタンパク質の再溶解現象に関し
て、以下の成果が得られた。
　燃料電池膜としての利用が期待されているアニオ
ン交換膜（AEM）は実用化されているプロトン交
換膜に比べると、白金触媒を使わないため、低コス
トの燃料電池が開発されることが期待されている。
様々な湿度条件下に置かれた AEM のＸ線回折測定
を行った。AEM への水蒸気の吸収過程は遅く、環
境湿度が低下すると AEM に含まれる水の量は非常
にゆっくりと減少した。AEM の動径分布関数にお
いて見られる 2.8 Å のピークは、O(水)-O(水) の水
素結合相互作用と水分子の非水素結合相互作用に割
り当てられた。これらのピークは高湿度条件下で増
加した。その場観察により、AEM 中の水の結合状
態の湿度依存性が明らかになった。
　また、AEM のイオンの伝導パスを調べるために、
量子計算を用いてアニオン交換膜の分子モデリング
を行い、AEM と水の混合系で大規模な分子動力学
計算を行った。（吉田・永井）
　燃料電池膜として広く利用されているプロトン交
換膜（PEM）で生じる物質輸送についての研究を

行った。両親媒性高分子と水の混合系である高分子
電解質膜は、高分子相と水相に数 nm 程度のスケー
ルでミクロ相分離が生じるため、不均一系となる。
高分子電解質膜をガスなどが透過する際に、高分子
相、水相、その二つの間の境界相のどこで物質輸送
が生じるのかは、理学的にも工学的にも興味が持た
れている。この現象を調べるための手法論を開発し
応用した結果、水素ガスの透過が高分子相と境界相
で生じていることを明らかにした。（永井）
　数ナノメートルのシリカチャンネル内の水のプロ
トン伝導などの性質はバルクの水とは大きく異なっ
ていることがこれまでに知られていたが、Ｘ線構造
解析によりチャンネル中の水の構造がバルクに比べ
て強化されていることが明らかになった。シリカ表
面に結合している水が水素結合を通して、チャンネ
ル中心部の水にまで影響を与えている。高分子膜内
の制限空間においても同様に、水の構造が変化して
いると考えられる。（吉田）
　イオン液体 1-アルキル-3-メチルイミダゾリウム 
テトラフルオロボレート [Cnmim][BF4] 系につい
て、熱測定およびＸ線回折によって、熱履歴に依存
する相挙動を調べたところ、核生成や相成長過程
が熱履歴に強く依存することが見出された。特に、
[C8mim][BF4] 冷却・昇温速度やアニール処理を行う
ことにより、結晶化挙動や出現する相系列が変化し、
準安定相の出現も観察された。これらの温度に依存
した相変化は、両親媒性高分子の温度応答性機能発
現を制御する新たな溶媒システムとしての可能性を
示唆している。イオン液体の温度による物性変化を
利用することで、高分子の形態や機能を温度によっ
て精密に制御できる可能性があり、熱履歴の複雑性
がもたらす温度応答性材料の開発において、新たな
道を開くことが期待される。（渡辺）

両親媒性高分子の機能発現とそれに対する溶媒の役割の解明

研究チーム名：両親媒性高分子と溶媒（課題番号：215008）
研究期間：令和 3 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月31日
研究代表者：吉田亨次　　研究員：渡辺啓介、永井哲郎（令和４年４月１日から）、真田雄介（令和４年４月１日から）
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　タンパク質の水中における多価カチオン塩添加に
よる凝集・再溶解（リエントラント）現象について、
静的光散乱、小角 X 線散乱等の測定を用いて定量
的な検討を行った。従来の報告ではエントラント領
域においてタンパク質は目視での観察から均一分散
していると考えられていたが、本研究からは完全な
分散に至っていない（静的光散乱）、かつタンパク
質の構造の変化（小角Ｘ線散乱、円二色性測定）を
示唆する結果が得られた。また、1 価塩の共存下に
おいて、この凝集・リエントラント現象の起こる塩
濃度、凝集の度合いが大きく変化することを見出し
た。（真田）
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研究成果
　尿素サイクル異常症治療薬であるフェニル酪酸ナ
トリウム（sodium 4-phenylbutyrate; PBA）は、各
種ガン、囊胞性繊維症、地中海貧血などへの臨床
応用研究において、アンモニアスカベンジャー作
用、化学シャペロンとしての作用、炎症反応に関
わる NF-κB に対する作用、小胞体ストレス抑制作
用、酸化ストレス抑制作用など様々な作用を有して
いることが知られている。研究チームでは、これ
までの研究で PBA がパーキンソン病をはじめとす
る神経変性疾患に有用であること。dextran sulfate 
sodium（DSS）誘発性炎症性腸疾患（inflammatory 
bowel disease: IBD）病態研究モデルマウスを用い
た治療実験にて、腸管内でのサイトカイン（IL-1β、
IL-6、TNFα）の産生抑制と強い IBD 発症抑制作
用（抗炎症作用）を見出した。引き続き慢性炎症モ
デルでの PBA の抗炎症効果を検証する過程で、糖
尿病モデルである KK マウスにて治療実験を行っ
た際、PBA 投与により HbA1c の値が著しく低値を
示すことを確認した（図 1）。

　HbA1c はアマドリ化合物であり、糖化ストレス
マーカーであることから、PBA には糖化反応阻害
作用を持つのではないかと着想するに至った。
　糖化とは狭義に、還元糖と蛋白の非酵素的な反応
によりシッフ塩基の形成、HbA1c（糖化蛋白）な
どの中間体形成を経て終末糖化産物（AGEs）の生
成に至る反応系である。AGEs の産生・蓄積は組織
蛋白を変性させ、機能低下を起こし糖尿病をはじめ
とする生活習慣病・合併症（糖尿病性腎症など）の
誘因となると考えられており、安全に使用できる
糖化反応阻害薬の開発が強く望まれている。そこ
で、糖尿病モデルに対し sodium 4-phenylbutyrate

（PBA）が有用であるとの報告より PBA に着目し、
糖化反応阻害効果を検討した。In vitro では、グル
コース同時添加によるアルブミンおよびコラーゲン
の糖化に対する PBA の効果を検討した。In vivo で
は、PBA（20 mg/day）を KK マウス（２型糖尿病
モデルマウス）に 1 日 1 回経口投与し、糖化蛋白
である HbA1c を測定し糖化反応阻害効果について
検討した。さらに、マウス蓄積尿を用いて尿中微

Phenylbutyrate による糖化反応阻害機序の解明

研究チーム名：糖化反応阻害薬開発チーム（課題番号：216001）
研究期間：令和 3 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月31日
研究代表者：小野和彦　　研究員：西中川拓也

図１：in vivo における PBA の HbA1c 抑制効果
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量アルブミンに対する PBA の効果ついても検討し
た。In vitro では、アルブミンおよびコラーゲンの
糖化実験において PBA による AGEs 産生抑制が認
められた。In vivo では、HbA1c の抑制が認められ
た。以上より、PBA の糖化反応阻害作用の可能性
が示唆された。また、尿中アルブミンの上昇抑制が
認められたことから、糖尿病性腎症にも有用である
可能性が示唆された。糖化反応阻害薬は、副作用や
糖尿病性腎症に無効等で未だ承認に至っていない。
PBA は医療用医薬品であり、問題となる副作用は
報告されていないことからも、安全性を担保しつつ、
効果的に糖化物質産生を抑制できる医薬品として、
早期に臨床応用できる可能性が高いと考えられる。
　しかしながら、１日の投与量がマウス体重約
30 g に対し 20 mg と非常に多いことから、より

低用量で抗糖化作用を示す物質についても検討を
行った。その中で PBA の生体内代謝産物に着目
し、糖化抑制作用について検討を行ったところ、
phenylacetyltaurine(Ph-T) に強い糖化反応阻害作
用を認めた（図 2 ）。以後、Ph-T についても PBA
と同様の検討を行った。In vitro では、グルコース
同時添加によるコラーゲンの糖化に対する糖化反応
阻害効果を検討した。In vivo では、KK マウス（２
型糖尿病モデルマウス）に対する糖化反応阻害効果
について、糖化蛋白である HbA1c を指標に検討し
た。In vitro 糖化実験系において、生体内代謝産物
のうち Ph-T に強い AGEs 産生抑制が認められ、コ
ラーゲンに対しても強い糖化抑制効果を認めた（図
3 ）。

図２：アルブミン糖化抑制

図３：コラーゲン糖化抑制
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　In vivo 実験系においては Ph-T の KK マウスに
対する投与（10 mg/kg ip）にて HbA1c の抑制が認
められた（図 4 ）。
　以上より、PBA 代謝産物である Ph-T の糖化反
応阻害作用の可能性が示唆された。また、尿中アル

ブミンの上昇抑制が認められたことから、糖尿病性
腎症にも有用である可能性が示唆された。また、糖
化反応阻害作用は生活習慣病の発症だけでなく弾性
線維の変性、減少、消失などを伴う老化現象抑制に
も有用であると考えられる。

　今後、Ph-T の糖化反応阻害機序を明らかにし、
さらなる効果的な抗糖化物質の探索を続けていきた
い。また、医薬品の開発だけでなく化粧品・サプリ
メントなどへの応用も継続して目指していきたい。

研究業績
特許　発明の名称：糖化産物生成抑制剤及び医薬組
成物（特許第 7327788 号）登録日 2023年 8 月 7 日

図４：in vivo における Ph-T の HbA1c 抑制効果
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研究成果
　内視鏡手術やロボット手術の急速な普及に伴い、
外科医はそれに必要な高度な技術を身につけること
が不可欠となってきている。かつては実地訓練（on 
the job training）が主体であったが倫理観や手術手
技の高難度化のため現実的ではなく、現在は手術シ
ミュレーションによる修練を行うことが通常であ
る。本研究の目的は、革新的で理想的な手術シミュ
レーターを開発し評価することを目的とした。具体
的には簡便・安価な模擬臓器トレーニングで有りな
がら、アニマルトレーニングやカダバートレーニン
グに劣らない人体での手術の感覚を習得可能な手術
シミュレーターの開発である。肺切除手術に関して
も他領域の手術同様、これまで多くの模擬臓器やそ
れを使用したシミュレーターが開発されてきた。し
かしながら、簡便・安価である一方で、形態や質感
など実際の臓器との解離は大きく、その位置づけは
初心者の手術手順の確認など、修練のごく初期にの
み使用されるのが現状であった。様々な組織構造が
複雑に組み合わさって出来ている臓器を、人工物を
使用して再現することは極めて困難である。一方、
近年の技術的進歩により特定の組織構造であれば、
人工物でありながら現実の組織に極めて近い質感を
再現することも可能となっており、さらに人工物で
あるからこそ、その組織の持つ特徴を手術訓練によ
り適したものを作製することも可能である。そのた
め、手術術式の一連の行程をシミュレーションする
のではなく、特定の重要な手術操作のみに焦点を当
てれば模擬臓器トレーニングの欠点は利点になり得
ると考えた。すなわち習得すべき手術手技に主眼を
置き、臓器の特徴を作為的に強調することで、模擬
臓器による手術シミュレーションでありながら、実
臨床での手術経験以上に手技の要点を理解でき、熟

練外科医が感じている感覚までも習得できる、この
コンセプトの実現を目指した。
　では、どの手術手技に焦点を当てるべきか？日本
内視鏡外科学会の報告では、胸腔鏡下手術中の致命
的損傷の実に７割以上が肺動脈に起因していたとさ
れている。肺動脈は他の血管と比較し、明らかに脆
弱な上に、分岐形態が複雑で血流量も豊富であるた
め、不適切な操作を行うと容易に致命的な出血が生
じ得る。肺動脈の特殊性を理解し、肺動脈に関わる
様々な操作に必要な手技・感覚を習得することを呼
吸器専攻医の修練として最も優先すべきこと考え
た。そこで、肺動脈に特有な構造と脆弱性を再現す
るために、ゲルによる血管モデル作製技術を保有す
る青森県産業技術センターの技術者の協力を得て、
肺動脈モデルの開発を開始、膨大な試作とその評価・
改良を繰り返し、以下の特徴、①血管鞘を含む２層
の血管壁構造で内腔には液体が充填されており、血
管鞘（外層）を全周性に剥離することで血管確保が
可能、②血管本体（内層）は非常に脆弱で、不適切
な操作で容易に穿孔する、③分岐形態はヒトの右肺
動脈を摸しているが、いずれの分枝も十分な血管径
がある、④液体の再充填が可能で、損傷部を適切に
修復すれば何度でも使用できる、⑤専用台座の使用
で自在な角度で肺動脈モデルを配置可能、を持つ肺
動脈モデルを完成させた（図１）。また、これらの
要件を含む本モデルの製造方法を特許出願した。
　本モデルでの修練の目標は、何と言っても血管鞘
の適切な剥離と安全な血管確保の手技・感覚を身に
付けることである。不適切な操作で容易に穿孔する
ため、かなりの緊張感を持った修練が可能である。
確保した血管の処理は血管径にあわせて自動縫合器
によるステープリングもしくは縫合糸での結紮切離
を選択できる。また、損傷時には状況に即した修復

危機感覚を身につける新しい肺手術シミュレーターの
開発とその有用性の評価

研究チーム名：I.S.T. Lab（課題番号：216008）
研究期間：令和 3 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月31日
研究代表者：早稲田龍一　　研究員：宮原　聡
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を修練でき、さらには肺動脈本幹の確保・遮断から
肺動脈吻合まで実施できる。もちろん、手術アプロ
ーチは自由に選択でき、通電可能であるため、電気
メスの使用も可能である。呼吸器外科・肺外科手術
で必要とされる肺動脈に関わるほぼ全ての手術操作
を再現できると言える（図 2 ）。
　ついで、本モデルの肺手術用シミュレーターとし
ての完成度と有用性を評価するために、当科の呼吸
器外科専門医 3 名と修練医（専攻医）3 名による評
価を行った。評価する手技は、A：比較的太い肺動
脈の第一分枝の血管鞘剥離から血管確保、そして自
動縫合器によるステープリングによる切離、B：細
い分枝の血管鞘剥離から血管確保、そして糸による
結紮と切離とした。各手技での本シミュレーターの
完成度および修練としての有用性についての主観的
評価を 5 段階評価（ 1：最低～ 5：最高）で行った。
さらに、手術手技の再現度の客観的評価として、手
術手技に伴う血管の損傷数および一手技にかかる時
間を測定した。各手技を各術者が 3 回ずつ行い、A
の手技が 18 回、B の手技が 18 回、合計 36 回の手
技が行われ、その結果を検討した。まず客観的評価
として、A の手技では、専門医群では 2 回の血管
損傷が認められ、血管鞘剥離時と血管確保時のそれ
ぞれ１回ずつであった。修練医群では 5 回の血管損
傷があり、血管鞘剥離時 2 回、血管確保時 2 回、ス
テープリング時 1 回であった。一手技の平均時間は
専門医 189.9（165.0-214.8）秒、修練医 396.7（371.8-
421.6）秒であった。A の手技では、修練医は優位に
血管損傷が多く、また優位に時間を有しており、手
術経験、手技の習熟度を反映した結果と考えた。B
の手技でも、専門医群では 1 回の血管損傷、修練医
群では 5 回の血管損傷があり、一手技の平均時間は
専門医 248.7（222.7-274.7）秒、修練医 387.2（361.2-
413.2）秒であった。A と同じく、B の手技でも修練
医は優位に血管損傷が多く、優位に時間を有してお
り、手術経験、手技の習熟度を反映した結果と考え
た。ただ、いずれの手技においても専門医でも気を
ぬくと血管損傷をきたしており、実際の手術同様、
非常に高い集中力を要する修練を再現できていると
考えられた。それを反映してか、主観的評価では、
専門医からは極めて高い評価、A：平均 5 点、B：
平均 4.7 点が得られていた。一方、修練医において

も A：平均 4.7 点、B：平均 4 点と十分な満足度が
得られていた。以上の結果を踏まえて、今回掲げた
コンセプトを十分に達成できているモデルが完成し
たと考え、社会実装（製造・販売）に進めることに
した。現在、すでに FEEL Organ シリーズ（商標
登録中）肺動脈モデルとして、国内の手術修練に少
しずつ使用され始めている。
　本研究では、模擬臓器による手術シミュレーショ
ンでありながら、実臨床での手術経験以上に手技の
要点を理解でき、熟練外科医が感じている感覚まで
も習得できる、このコンセプトで肺手術の肝である
肺動脈操作、特に肺動脈の脆弱性に起因する危険性
を十分に再現する手術シミュレーターを作成し製品
化することを達成できた。今後、製品として、多く
の専門医・修練医に試用されていくことになるが、
そのフィードバックを得て、さらに満足度の高い模
擬臓器に改良していくことを継続したい。
　また、呼吸器外科手術、肺手術には、肺動脈操作
以外にも、多くの重要な手術手技、手術操作が存在
する。それらの手技・操作に焦点を当てた、新たな
模擬臓器を作成することも必要である。肺手術の執
刀医として最低限必要な手術手技を包括的に修練で
きる模擬臓器のラインナップを揃えることを次の目
標としたい。そして、このコンセプトの模擬臓器を
利用した手術シミュレーションが真に手術修練に有
用であるということを客観的・定量的証明すること
が、新たな sustainable な手術教育法として普及し
ていくためには必要不可欠であると考える。
　現在、本邦で外科医の減少が大きな社会問題にな
りつつある。その大きな理由として修練の長さ・困
難さが挙げられる。多くの若手医師が躊躇なく外科
医を目指せるように、魅力的かつ持続可能な教育シ
ステムの構築につなげられるよう、引き続き取り組
んでいきたい。

学会発表
Ryuichi Waseda,et al. A new concept surgical 
simulator “Feature-enhanced Pulmonary Artery 
Model”. European Society of Thoracic Surgeon 
2024（バルセロナ）
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特許
肺動脈モデル及びその製造方法
出願番号：特願 2023-136694
発明者：葛西裕／早稲田龍一

図１：考案・作製した肺動脈モデル

図２：同肺動脈モデルで修練できる呼吸器外科手術手技
　　　　　　　　Ａ 血管鞘の把持・剥離（鋏使用）
　　　　　　　　Ｂ 血管鞘の把持・剥離（電気メス使用）
　　　　　　　　Ｃ 結紮
　　　　　　　　Ｄ ステープリング
　　　　　　　　Ｅ 遮断と吻合
　　　　　　　　Ｆ 内視鏡下での使用
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▪本学における学会の開催
◦６月１日㈯
　シンポジウム
　花田俊典の研究と方法 没後20年の節目に
◦６月８日㈯
　ディケンズ・フェロウシップ日本支部
　令和６年度春季総会
◦７月６日㈯
　第110回九州藝術学会
◦８月24日㈯～８月25日㈰
　第15回九州考古学会・嶺南考古学会合同考古学会
◦８月29日㈭～８月31日㈯
　日本体育・スポーツ・健康学会 第74回大会
 
▪2024年 3 月〜2024年 8 月に発行した紀要類

〈令和６年３月発行〉
◦人文論叢　第55巻第４号（通巻第219号）
◦法学論叢　第68巻第４号（通巻第249号）
◦経済学論叢　第68巻第２号（通巻第241号）
◦商学論叢　第68巻第４号（通巻第254号）
◦工学集報　第111・112号
◦医学紀要　第51巻第１号
◦薬学集報　第24巻（通巻48号）
◦スポーツ科学研究　第54巻第２号（通巻99号）
◦Research Vol.29 No.1（通巻 No.101）

〈令和６年６月発行〉
◦人文論叢　第56巻第１号（通巻第220号）
◦法学論叢　第69巻第１号（通巻第250号）
 
▪研究推進部委員会［① 開催日 ② 議題］
①３月25日㈪
②審議事項

［研究部門］
◦令和６年度推奨研究プロジェクト公的研究費獲得

支援の募集について
◦研究活動等の不正行為通報処理規程の改正及び公

的研究費不正使用通報処理規程の制定について
［産学知財部門］
◦令和６年度知的財産センターの活動目標計画(案)

について
◦令和６年度福岡大学ベンチャー育成支援プログラ

ムの募集について

◦産学官共同研究機関研究所の研究成果報告書・評
価基準（案）について

 
①４月22日㈪
②審議事項

［研究部門］
・令和７年度領域別重点研究の募集（案）について
 
①５月27日㈪
②審議事項

［研究部門］
◦リサーチ（Vol.29 No.2）の編集計画について
 
①６月24日㈪
②審議事項

［研究部門］
◦令和６年度推奨研究プロジェクト公的研究費獲得

支援の採択について
◦福岡大学機関リポジトリ研究論文等の登録につい

て
［産学知財部門］
◦令和７年度福岡大学産学官共同研究機関研究所の

募集について
 
①７月22日㈪
②審議事項

［研究部門］
◦令和７年度若手・女性研究基盤構築支援事業の募

集について
◦福岡大学遺伝子組換え実験安全管理規程の一部改

正について
［産学知財部門］
◦研究推進部（産学官連携センター）に所属する非

常勤嘱託職員採用の公募について
 
▪研究推進部主催研究会
該当なし
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　編集委員会だより

「Research」の発行について
学術情報の交換に寄与するために、次の要領で

「Research」を発行する。
１．編集委員会
　編集委員会は、研究推進部長、人文科学系研究推
進部委員 1 名、自然科学系研究推進部委員 1 名を以
て構成し、研究推進部長を除く委員は各系ごとに輪
番制とする。
２．編集内容
　⑴　研究推進部の研究活動に関すること。
　⑵　研究会に関すること。
　⑶　資料に関すること。
　⑷　研究成果の刊行に関すること。
　⑸　国際学術交流に関すること。
　⑹　研究助成などに関すること。
　⑺　研究推進部行事に関すること。
　⑻　その他学術情報に関すること。
３．発行回数
　年 2 回発行（ 9 ・ 3 月）を原則とする。
４．発行媒体
　令和４年度３月発行（Vol.28 No.1）より、電子
ジャーナルとする。

「執筆要領」
⑴　原稿は横書きで、字数は次の通り。
　　 1 頁の場合＝23字×68行
　　 2 頁の場合＝23字×152行

　但し、写真 1 枚につき、23字×12行分を引いて
ください。また写真にはキャプションを付けてく
ださい。

⑵　他学部の先生に広くお読みいただく記事の掲載
が狙いですので、文字はなるべく常用漢字と新仮
名遣いとし、術語、物質名などはできる限り日本
語で表して、必要であればその原語を（　）で示
してください。但し、略号についてはそのまま用
いて結構です。

　（例）ヒエラルキー（Hierarchy）、DNA
⑶　初出の人名については、日本人はフルネームで、

外国人は姓を日本語のカナで表し、後の（　）に
名の頭文字と姓を原語で表示してください。

　（例）七隈　太郎、フロイト（S. Freud）
⑷　小冊子の速報性を活かし、印刷に要する日数を

短縮するために、完全原稿の形でご提出くださる
ようお願いいたします。校正は初校での字句の訂
正に限らせていただき、 1 回の校正で印刷するこ
ととさせていただきます。

⑸　執筆者情報の肩書は「福岡大学」を省いて記載
してください。

　　また、研究機関の所長の場合は、「○○研究所
所長」ではなく、「○○研究所長」と記載してく
ださい。

⑹　執筆された内容が作成要領と著しく乖離してい
る場合には、修正等をお願いする場合もあります。

「Research」の記事の構成
　アカデメイア………巻頭言に該当
　研究雑話……………研究活動の紹介
　海外レポート………在外研究などの紹介
　プロジェクト余聞…総合科学研究部の活動状
　　　　　　　　　　況
　学術集会だより……学会、研究会などの開催、
　　　　　　　　　　内容紹介
　研究機関研究所近況
　研究チーム報告
　研究推進部ニュース
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　○本号の編集委員

　本号の「Research」発刊にあたり、多忙の中原稿を寄稿して頂いた執筆者の方々に深
く感謝いたします。多種多様な分野の原稿を拝見すると、福岡大学が巨大な総合大学であ
ることを実感することが出来ますが、それと共に、総合大学であるが故の苦悩にも多々思
いあたります。
　福岡大学へ赴任してきてすぐ、定期試験の監督業務にラフな（現在も変わらない格好な
のだが）服装で臨んだら、他学部の先生から後々クレームがついたことがあった。大学教
員に相応しくない、というのだ。そもそも、大学教員が高貴な職業である、という主張に
は多方面からクレームがつきそうであるが、ここで述べたいのはそのようなことではなく、
文化の違いを感じた、ということである。ネットに落ちていた、学会のドレスコードに関
するジョークでは、私の所属する学会は「服を着てこい」になっている。服を着てくれる
だけマシ、というわけだ。実際、その時、間に入って頂いた教務の先生は、「服が存在し
ていたんだからいいよね」と軽く流してくれた。一方で、ある意味反対の出来事もあった。
学内の、ちゃんとした服装をしなければならないような業務において、私も無難にスーツ
を着て臨んだのだが、（お洒落な）私服で来ていた他学部の先生がいて、私は軽く感動す
るとともに、自分の偽りのある姿をとても恥ずかしく思った。
　それはまあ、笑い話になる程度の至極個人的な嘆きであるが、もうちょっと真面目な話
もしよう。業績評価だ。例えばファーストオーサー。共著の論文を書いた場合、その論文
への貢献度順に筆者を記述するわけだが、私の分野ではそのようなことを意識することは
無いと思われる。著者の順番は単にアルファベット順であることが通常で、イニシャルが
Ｓの私はかなり弱い。一方、例えば、アベさんなんかはほぼ最強と言えて、羨ましい。も
ちろん、異分野間での業績評価を一緒くたにしてしまうようなお粗末な組織内での話だ。
そもそも、私の分野では共著よりも単著の方が重く評価されるような気がする。n 人で共
著を書いた場合、一人あたりの論文数は 1/n2 なんていう勘定をする人もいる（自然には
1/n 本か？）。他方、単著ばかり書いていると、協調性の無いやつだ、との評価をされて、
採用人事等で不利になる分野もあるのだ、ということを聞いたこともある。
　福岡大学はどうであろうか？手続きを簡単にしようと、或いはスーツを来ている偉い人
をたてようと、各分野の多種多様な文化を蔑ろにしていないだろうか。足並みを揃えなけ
れば、という主張をよくする人がいるが、足並みを揃えることの歪さについても考えてみ
て欲しいものだ。  （H. S.）


